
Japanese
Translation of the Original Instructions 12-2024 A073P161 (発行 2)

S9 低電圧オルタネーター
オーナーマニュアル





iiA073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

目目次次

1. 前書き.......................................................................................................................................................... 1

2. 安全注意事項............................................................................................................................................. 3

3. 安全指令および規格 ............................................................................................................................... 13

4. はじめに..................................................................................................................................................... 23

5. 昇降、保管および輸送............................................................................................................................. 25

6. オルタネーターの用途............................................................................................................................. 29

7. 発電装置への設置................................................................................................................................... 37

8. 整備およびメンテナンス.......................................................................................................................... 47

9. 部品識別................................................................................................................................................... 71

10. 技術データ................................................................................................................................................ 77

11. メンテナンス部品...................................................................................................................................... 79

12. 耐用年数経過後の廃棄.......................................................................................................................... 81



このページは意図的に余白としてあります

­

iiii A073P161 (発行 2) 12-2024Copyright © 2024 Cummins Inc.



11A073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

11 前前書書きき

11..11 全全般般
このドキュメントは、表紙に詳細が記載されている製品の使用目的と操作についての重要なガイドです。このド
キュメントの情報と手順をお読みください。情報と手順には常に従わなければなりません。情報と手順に従わな
い場合は誤用とみなされ、人員や機器の負傷、損失、または損傷につながる可能性があります。

表表 11.. 会会社社所所在在地地

会会社社おおよよびび欧欧州州のの正正規規代代理理店店住住所所

Cummins Generator Technologies
Fountain Court
Lynch Wood
Peterborough
PE2 6FZ

United Kingdom

Cummins Generator Technologies
Bvd. Decebal 116A

Craiova,
Dolj
200746
Romania

11..22 法法的的通通知知
オルタネーターは、Cummins Generator Technologies LTD（本書内では「CGT」または「メーカー」、あるい
はブランド名「STAMFORD®」または「AvK®」とも表記）の知的所有物です。
STAMFORD®、AvK® および STAMFORD VITATM、MX321TM および MX322TM は、Cummins
Generator Technologies LTD の登録商標です。オルタネーター、機械の原理、関連する図面などに関する
すべての権利は Cummins Generator Technologies LTD に帰属し、著作権法の対象となります。事前に書
面による承諾を得た場合のみ、複製を行うことができます。Copyright Cummins Generator Technologies.
All rights reserved. Cummins およびCummins ロゴは Cummins Inc. の登録商標です。

11..33 ママニニュュアアルル
本マニュアルには、マニュアルの表紙に指定されている機器の設置と操作に関するガイダンスと指示が含まれ
ています。本マニュアルにはオルタネーターの整備とメンテナンスの指示を記載していません。サービス情報に
ついては、Cummins Generator Technologies (CGT) カスタマーサービスにお問い合わせください。
機器を操作する前に、本マニュアルをお読みください。機器を扱うすべての人が、機器に付属するマニュアルおよ
びすべての関連文書にアクセスできることを確認します。誤使用および指示に従わない場合、および認可されて
いない部品を使用する場合は、製品保証が無効になったり、損失、傷害、損傷につながる可能性があります。
本マニュアルは機器に不可欠なものです。このマニュアルは、機器の耐用期間中、該当するすべての作業員が
利用できるようにしてください。
マニュアルは、このタイプの機器についての予備知識および経験を持つ熟練の電気技術者および機械技術者
を対象にしています。疑問がある場合は、最寄りの CGT 子会社にお問い合わせください。

注注記記
本本ママニニュュアアルルのの情情報報はは発発行行時時ののももののでですす。。継継続続的的改改善善のの方方針針にによよりり、、情情報報がが新新ししくくななっってていいるる場場合合ががあありりまま
すす。。下下記記ののササイイトトででwwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm をを参参照照ししててくくだだささいい。。

http://www.stamford-avk.com
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11..44 ママニニュュアアルル言言語語
本製品のマニュアルは、STAMFORD® AvK® ウェブ サイトからご覧いただける、以下に示す言語で提供され
ています。wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm。

表表 22.. SS99 低低電電圧圧ママニニュュアアルルのの言言語語

言言語語、、ママニニュュアアルルのの種種類類、、ドドキキュュメメンントト品品番番

アラビア語 (ar­sa) オーナー A073P069

ドイツ語 (de­de) オーナー A073P072

英語 (en­us) オーナー A073P066

スペイン語 (es­es) オーナー A073P160

フランス語 (fr­fr) オーナー A073P071

イタリア語 (it­it) オーナー A073P073

日本語 (ja­jp) オーナー A073P161

ポーランド語 (pl­pl) オーナー A073P162

ポルトガル語 (pt­pt) オーナー A073P163

ロシア語 (ru­ru) オーナー A073P164

スウェーデン語 (sv­se) オーナー A073P165

中国語 (zh­cn) オーナー A073P070

http://www.stamford-avk.com
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22 安安全全注注意意事事項項

22..11 本本ママニニュュアアルルでで使使用用ししてていいるる安安全全情情報報おおよよびび注注記記
本マニュアルで使用されている危険、警告、および注意のパネルには、危険の原因、その結果、および傷害を回
避する方法が説明されています。注記パネルは重要な指示また重大な指示を強調しています。

危危険険
危危険険はは、、避避けけななけけれればば死死亡亡すするるままたたはは重重傷傷をを負負うう危危険険なな状状態態をを示示ししまますす。。

警警告告
警警告告はは、、避避けけななけけれればば死死亡亡ままたたはは重重傷傷のの可可能能性性ががああるる危危険険なな状状態態をを示示ししまますす。。

注注意意
注注意意はは、、避避けけななけけれればば軽軽傷傷ままたたはは重重傷傷のの可可能能性性ががああるる危危険険なな状状態態をを示示ししまますす。。

注注記記
注注記記はは、、製製品品がが損損傷傷すするる可可能能性性ががああるる方方法法やや行行為為をを指指ししてていいるるかか、、ままたたはは追追加加情情報報ままたたはは説説明明にに注注意意をを促促しし
てていいまますす。。

22..22 一一般般的的ガガイイダダンンスス
• これらの安全上の注意事項は一般的なガイドラインです。この情報は、お客様自身の安全手順および適
用される規則、法律、規制を補足することを目的としています。

22..33 人人材材育育成成ととススキキルルアアッッププのの必必要要性性
操作、設置、整備およびメンテナンスのタスクおよび/または手順は、以下のダ行員のみが行うことができます。
• 関連する、該当する、承認されたトレーニングを完了していること。
• 機器について知り、作業と手順を理解し、関連する危険性/リスクを理解していること。
• 現場/場所特有の緊急手順と適用される法律と規制を理解し、遵守すること。

22..44 リリススククアアセセススメメンントト
• 設置者/オペレーター/サービス/メンテナンス会社は、リスク評価を行って、関連するすべての危険とリス
クを確立する必要があります。

• 動作中、オルタネーターへのアクセスは、訓練を受け、関連する危険とリスクをすべて知っている人員に限
定する必要があります。「セセククシショョンン22..33 ペペーージジ 33」を参照してください。

22..55 個個人人保保護護具具 ((PPPPEE))
オルタネーターの設置、操作、整備、またはメンテナンスを行う作業員は、次のことを行う必要があります。
• 推奨される最小限の保護具を着用できるようにしてください (下の図を参照)。保護具はその作業または
手順に対して承認されている必要があります。
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• 保護具の正しい使用方法については、以下を参照してください。セセククシショョンン22..33 ペペーージジ33
• リスク評価の指示に従って保護具を使用してください。「セセククシショョンン22..44 ペペーージジ33」を参照してください。

図図 11.. 推推奨奨さされれるる最最低低限限のの個個人人用用保保護護具具 ((PPPPEE))

22..66 工工具具とと機機器器
すべての作業員は、工具や機器を安全に使用する方法を知っている必要があります。「セセククシショョンン 22..33 ペペーージジ
33」を参照してください。
使用するすべてのツールと機器は次のとおりである必要があります。
• タスクや手順に適していること。
• 電気的に絶縁されている (オルタネーターの出力電圧を下回らない) こと。「セセククシショョンン 22..44 ペペーージジ 33」を
参照してください。

• 安全にお使いいただくために、使用可能な状態にあること。
• リスク評価に含まれていること。「セセククシショョンン22..44 ペペーージジ33」を参照してください。

22..77 安安全全情情報報標標識識
機器に安全情報標識を表示して、危険の表示や指示を強調してください。機器を操作する前に:
• 担当者は、オルタネーターの安全情報標識と、それに関連する危険性/リスクを認識し、理解する必要が
あります。

図図 22.. 安安全全情情報報標標識識のの例例

安全情報標識はオルタネーターの仕様によって異なります。
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22..88 オオルルタタネネーータターーのの危危険険にに関関すするる注注意意事事項項
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。

危危険険
通通電電ししてていいるる導導電電体体ののテテスストト
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに、、
通通電電ししてていいるる導導電電体体、、ままたたははそそのの付付近近ででテテスストトをを始始めめるる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 通通電電中中のの導導体体ととのの接接触触をを防防ぐぐたためめにに適適切切なな予予防防措措置置をを講講じじててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照しし
ててくくだだささいい。。

•• 絶絶対対にに必必要要なな場場合合ににののみみ、、通通電電中中のの導導体体上上ままたたははそそのの近近くくででテテスストトししててくくだだささいい。。
•• 訓訓練練をを受受けけたた作作業業員員ののみみがが、、通通電電中中のの導導体体上上ままたたははそそのの近近くくででテテスストトをを行行ううここととががででききまますす。。
•• 通通電電ししてていいるる導導体体上上ままたたははそそのの近近くくでで単単独独ででテテスストトししなないいででくくだだささいい。。エエネネルルギギーー源源をを隔隔離離しし、、緊緊急急時時にに
行行動動をを起起ここすすたためめのの訓訓練練をを受受けけたた、、別別のの適適格格なな要要員員がが同同席席すするる必必要要ががあありりまますす。。

危危険険
機機械械部部品品のの回回転転
機機械械部部品品のの回回転転下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまま
すす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーをを操操作作すするる前前にに:: オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機のの間間のの回回転転カカッッププリリンンググははガガーードドままたたははカカババーー
でで覆覆うう必必要要ががあありりまますす。。

•• ササーービビススややメメンンテテナナンンススのの作作業業をを行行うう前前、、ままたたはは回回転転部部品品かかららカカババーーをを取取りり外外すす前前にに:: 発発電電機機セセッットトをを
シシャャッットトダダウウンンししててすすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離しし、、蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを隔隔離離しし、、ロロッッククアアウウトト//タタググ
アアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししててくくだだささいい。。

危危険険
機機械械部部品品のの回回転転テテスストト
機機械械部部品品のの回回転転下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我やや死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたたテテスストトののたためめにに安安全全カカババーーをを取取りり外外すす前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 露露出出ししたた回回転転機機械械部部品品ととのの接接触触をを防防ぐぐたためめにに適適切切なな予予防防措措置置をを講講じじててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章
をを参参照照ししててくくだだささいい。。

•• 絶絶対対にに必必要要なな場場合合ののみみ、、カカババーーののなないい回回転転機機械械部部品品上上ままたたははそそのの付付近近ででテテスストトをを行行っっててくくだだささいい。。
•• カカババーーののなないい回回転転機機械械部部品品のの上上やや近近くくでではは、、単単独独でで試試験験をを行行わわなないいででくくだだささいい。。エエネネルルギギーー源源をを隔隔離離
しし、、緊緊急急時時にに対対処処すするるたためめのの訓訓練練をを受受けけたた、、別別のの適適格格なな要要員員がが同同伴伴すするる必必要要ががあありりまますす。。
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危危険険
機機械械部部品品のの落落下下
機機械械部部品品のの落落下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに、、持持ちち上上げげるる前前にに次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 積積載載量量、、状状態態、、吊吊りり上上げげポポイインントトのの取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 荷荷重重のの質質量量、、完完全全性性、、安安定定性性をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 利利用用可可能能なな場場合合:: ベベアアリリンンググのの動動ききやや損損傷傷をを防防ぐぐたためめにに、、駆駆動動側側とと非非駆駆動動側側のの中中継継継継手手をを取取りり付付けけまま
すす。。

•• 吊吊りり上上げげるる際際ははオオルルタタネネーータターーをを水水平平状状態態にに保保っっててくくだだささいい。。
•• 発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるるたためめにに、、オオルルタタネネーータターーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーままたたはは発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるる場場合合はは、、ククーーララーーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

•• 吊吊りり上上げげ部部のの 11 つつにに貼貼らられれてていいるる吊吊りり上上げげララベベルルをを剥剥ががささなないいででくくだだささいい。。

22..99 オオルルタタネネーータターーにに関関すするる警警告告
警警告告

エエンンククロローージジャャ
オオルルタタネネーータターーはは、、環環境境保保護護、、騒騒音音低低減減、、輸輸送送ななどどのの理理由由ででエエンンククロローージジャャ内内にに設設置置さされれるる場場合合ががあありりまますす。。負負
傷傷ままたたはは死死亡亡をを防防ぐぐたためめにに、、作作業業員員ははエエンンククロローージジャャにに入入るる前前にに次次ののここととをを行行うう必必要要ががあありりまますす。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを理理解解ししててくくだだささいい。。
•• エエンンククロローージジャャへへのの出出入入りりにに安安全全ななアアククセセススルルーートトをを確確保保しし、、十十分分なな換換気気をを行行いい、、オオルルタタネネーータターーのの危危険険
ゾゾーーンンにに従従っっててくくだだささいい。。

•• 適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。
ささららにに、、中中電電圧圧ままたたはは高高電電圧圧ののオオルルタタネネーータターーをを使使用用すするる場場合合::
•• 絶絶対対にに必必要要なな場場合合ににののみみ、、オオルルタタネネーータターーがが動動作作ししてていいるるととききににエエンンククロローージジャャにに入入りりまますす。。
•• 作作業業員員へへののリリススククをを最最小小限限にに抑抑ええるるににはは、、リリモモーートト診診断断、、監監視視、、測測定定シシスステテムムをを使使用用ししまますす。。

警警告告
端端子子ボボッッククスス
端端子子ボボッッククススパパネネルルやや端端子子ボボッッククスス内内部部のの部部品品をを改改造造ししなないいででくくだだささいい。。改改造造すするるとと、、短短絡絡ややアアーーククフフ放放電電現現
象象がが発発生生しし、、感感電電やや火火傷傷にによよるる怪怪我我やや死死亡亡をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章ののアアーークク放放電電にに関関すするる警警告告をを参参照照ししててくくだだささいい。。
•• 端端子子ボボッッククススののパパネネルルやや内内部部ココンンポポーーネネンントトにに変変更更をを行行うう前前にに、、SSTTAAMMFFOORRDD® ままたたはは AAvvKK® カカススタタ
ママーーササーービビスス((wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm)) ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

http://www.stamford-avk.com
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警警告告
アアーークク放放電電
端端子子箱箱内内、、オオルルタタネネーータターー巻巻線線、、ままたたはは端端子子ボボッッククススかからら出出てていいるるケケーーブブルルででののアアーークク放放電電現現象象はは、、騒騒音音、、火火
傷傷、、飛飛来来//溶溶融融破破片片おおよよびび//ままたたはは高高温温ガガススにによよるる衝衝撃撃にによよっってて重重傷傷ままたたはは死死亡亡をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまま
すす。。アアーークク放放電電にによよるる人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• 適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししなないい限限りり、、動動作作中中ははオオルルタタネネーータターーにに近近づづかかなないいででくくだだささいい。。「「個個人人用用保保
護護具具」」のの項項をを参参照照ししててくくだだささいい。。

•• 動動作作中中ののオオルルタタネネーータターーのの近近くくでで作作業業すするる作作業業員員はは、、アアーークク放放電電のの危危険険性性をを認認識識すするるたためめのの訓訓練練をを受受
けけななけけれればばななりりまませせんん。。トトレレーーニニンンググのの項項をを参参照照ししててくくだだささいい。。

アーク放電とは、電流のフラッシュオーバーが本来の経路を外れて空中を伝わり、ある導体から別の導体、ある
いは大地へと移動する現象です。アーク放電は、材料の不具合、腐食、誤った取り付けなど、さまざまな原因で発
生します。
他のエネルギー源との接続を含む完全な設置の一部として、アーク放電の危険性のリスク評価を実施すること
は、設置者および運営会社の責任です。
アークフラッシュの危険には、激しい騒音、高温で急速に膨張するガス、膨張する圧力波、飛散する破片 (溶融
銅を含む)、および強い紫外線への曝露が含まれます。
オルタネーターが他のエネルギー源に接続されている場合、そのアーク放電は、オルタネーター単体で発生する
アーク放電よりかなり大きくなることがあります。これらの追加エネルギー源は、エネルギーを蓄積する電気負荷
(例えば、変圧器，コンデンサーなど)、並列のオルタネーター、または主電源網に結合されたものである場合があ
ります。
オルタネーターでのアーク放電はまれですが、設置者および運営会社は、すべての人員の安全を確保するため
に適切な措置を講じることが重要です。現地の電気安全作業手順に従って、稼働中のオルタネーターの周囲で
作業する作業員は、アーク放電の危険性についてトレーニングを受け、認識しておく必要があります。オルタネー
ター付近で作業する場合は、個人用保護具を着用する必要があります。「安全上の注意」セセククシショョンン22..55 ペペーージジ
33 章を参照してください。
中中電電圧圧おおよよびび高高電電圧圧オオルルタタネネーータターー
中電圧および高電圧オルタネーターには、追加の警告および情報ステッカーを取り付けることができます。端子
ボックスに圧力逃がしベントを取り付けることができます。圧力逃がしベントは、下の図に示されているものとは
異なる場合があります)。
取り付けられている場合は、圧力逃がしベントが安全で保守可能であることを確認してください。圧力逃がしベ
ントを取り外したり、塞いだり、負荷をかけたりしないでください。

図図 33.. アアーークク放放電電のの画画像像
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警警告告
結結露露水水
巻巻線線にに結結露露ししたた水水ががああるる状状態態ででオオルルタタネネーータターーをを運運転転すするるとと、、感感電電、、火火傷傷、、飛飛散散ししたた破破片片やや粒粒子子へへのの暴暴露露にによよ
りり、、重重大大なな人人身身事事故故をを引引きき起起ここすすここととががあありりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、オオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせるる前前にに、、次次ののこことと
をを行行っっててくくだだささいい。。
•• 結結露露防防止止ヒヒーータターー ((装装備備さされれてていいるる場場合合)) をを使使用用ししてて、、結結露露がが蓄蓄積積すするるののをを防防ぐぐ。。
•• 凝凝縮縮ししたた水水ががなないいかか確確認認ししまますす。。
•• 結結露露ししたた水水ががああるる場場合合はは、、水水をを抜抜きき取取りり、、乾乾燥燥ささせせててかからら、、取取扱扱説説明明書書のの保保守守点点検検のの項項をを参参照照ししててオオルル
タタネネーータターーをを点点検検ししててくくだだささいい。。

警警告告
オオルルタタネネーータターーのの連連結結
連連結結時時にに機機械械部部品品をを移移動動すするるとと、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我のの原原因因ににななりりまますす。。オオルルタタ
ネネーータターーをを原原動動機機にに連連結結すするるとときき、、ままたたはは大大ききなな部部品品をを取取りり付付けけるるととききはは、、人人身身事事故故をを防防ぐぐたためめにに次次ののここととをを
行行っっててくくだだささいい。。
•• 作作業業員員はは、、連連結結おおよよびび//ままたたはは取取りり付付けけ作作業業中中、、手手足足やや体体のの一一部部をを連連結結面面かからら遠遠ざざけけななけけれればばななりりまませせ
んん。。

警警告告
危危険険なな動動作作環環境境 ((爆爆発発性性雰雰囲囲気気)) ににつついいてて
爆爆発発性性雰雰囲囲気気ででのの使使用用はは、、火火傷傷やや飛飛散散ししたた破破片片、、粒粒子子、、ガガススにによよっってて重重傷傷ままたたはは死死亡亡をを引引きき起起ここすす可可能能性性がが
あありりまますす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• 周周囲囲のの環環境境にに爆爆発発のの可可能能性性ががああるる場場所所でではは、、オオルルタタネネーータターーをを設設置置ままたたはは稼稼働働ししなないいででくくだだささいい。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

警警告告
騒騒音音
運運転転中中ののオオルルタタネネーータターーでで発発生生すするる騒騒音音はは、、重重篤篤でで回回復復不不能能なな聴聴覚覚障障害害をを起起ここすす原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防
止止すするるたためめにに::
•• 常常にに適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。「「個個人人用用保保護護具具」」のの項項をを参参照照ししててくくだだささいい。。



­

99A073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

警警告告
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびびシシスステテムム保保護護
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびび//ままたたははシシスステテムム保保護護はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、作作業業員員はは次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 関関連連すするる、、該該当当すするる、、承承認認さされれたたトトレレーーニニンンググをを完完了了ししてていいるるこことと。。
•• 機機器器ににつついいてて知知りり、、タタススククとと手手順順をを理理解解すするる。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを知知るる。。
•• 現現場場//場場所所特特有有のの緊緊急急手手順順とと適適用用さされれるる法法律律とと規規制制をを理理解解しし、、遵遵守守すするる。。

警警告告
通通電電ししてていいるる導導電電体体
巻巻線線端端子子でで通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。絶絶縁縁抵抵抗抗試試
験験後後、、怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめにに次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• テテスストトがが終終了了ししたたらら、、適適切切ななアアーーススにに短短絡絡ししてて直直ちちにに巻巻線線をを放放電電ししててくくだだささいい。。巻巻線線はは、、次次ののいいずずれれかか大大
ききいい方方でで放放電電すするる必必要要ががあありりまますす。。
11.. テテスストト期期間間とと同同じじ長長ささのの時時間間。。
ままたたはは

22.. 55 分分間間。。

警警告告
接接地地
オオルルタタネネーータターーのの接接地地がが正正ししくくなないいとと、、感感電電やや電電気気的的故故障障にによよりり重重傷傷やや死死亡亡、、ままたたはは重重大大なな機機器器のの損損傷傷をを引引きき
起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。機機器器のの損損傷傷、、人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防止止すするるににはは::
•• オオルルタタネネーータターーはは、、用用途途ままたたはは適適用用さされれるる法法律律やや規規制制ででオオルルタタネネーータターーのの接接地地がが許許可可さされれてていいなないい場場
合合をを除除きき、、恒恒久久的的にに接接地地すするる必必要要ががあありりまますす。。

警警告告
電電源源のの再再度度接接続続
整整備備ややメメンンテテナナンンススのの作作業業中中にに電電源源がが偶偶発発的的にに再再接接続続さされれるるとと、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよ
りり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたたササーービビススややメメンンテテナナンンスス作作業業をを開開始始すするる前前
にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順にによよりり、、オオルルタタネネーータターーのの使使用用をを防防止止ししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトト安安全全手手順順はは無無視視ししたたりり、、回回避避ししたたりりししててははななりりまませせんん。。

警警告告
強強磁磁界界
永永久久磁磁石石発発電電機機 ((PPMMGG)) ままたたはは励励起起ブブーースストトシシスステテムム((EEBBSS)) かかららのの強強力力なな磁磁場場はは、、埋埋めめ込込ままれれたた医医療療機機器器
にに干干渉渉ししてて重重傷傷やや死死亡亡をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• 埋埋めめ込込みみ型型医医療療機機器器をを装装着着ししてていいるる場場合合はは、、永永久久磁磁石石発発電電機機 ((PPMMGG)) ままたたはは励励起起ブブーースストトシシスステテムム
((EEBBSS)) のの近近くくでで作作業業ししなないいででくくだだささいい。。
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警警告告
誤誤っったた使使用用方方法法ままたたはは不不適適切切なな使使用用方方法法
オオルルタタネネーータターーのの誤誤っったたままたたはは不不適適切切なな使使用用はは、、機機器器のの損損傷傷、、重重傷傷、、ままたたはは死死亡亡ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防止止ししたたりり、、機機器器のの損損傷傷をを防防止止すするるににはは::
•• 必必ずず、、使使用用目目的的やや用用途途にに合合っったた正正ししいい仕仕様様ののオオルルタタネネーータターーをを選選択択ししててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機にに互互換換性性ががあありり、、意意図図すするる用用途途にに適適ししてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーのの設設置置はは、、必必ずずオオルルタタネネーータターーにに付付属属のの取取扱扱説説明明書書おおよよびび技技術術図図面面にに従従っってて行行っっててくくだだ
ささいい。。

•• 適適用用さされれるる地地域域のの規規則則やや規規制制にに従従っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーがが取取扱扱説説明明書書にに従従いい、、オオルルタタネネーータターー定定格格板板のの制制限限内内でで運運転転さされれてていいるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。

•• 損損傷傷やや欠欠陥陥ののああるるオオルルタタネネーータタはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
欠欠陥陥がが発発見見さされれたた場場合合::
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。
•• 修修理理ししてて使使用用可可能能なな状状態態にに戻戻すすままでで、、オオルルタタネネーータターーををそそれれ以以上上使使用用ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。

警警告告
安安全全カカババーーのの取取りり外外しし
オオルルタタネネーータターーのの安安全全カカババーーをを取取りり外外すすとと危危険険がが生生じじまますす。。排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子はは、、衝衝撃撃、、切切断断、、穿穿孔孔にによよりり
重重傷傷ままたたはは死死亡亡のの原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。機機械械的的にに放放出出さされれるる破破片片やや粒粒子子へへのの曝曝露露はは、、カカババーーがが取取りり外外ささ
れれたたすすべべててのの方方向向 ((水水平平方方向向おおよよびび垂垂直直方方向向)) にに存存在在ししまますす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• 付付属属ののララベベルルシシーートトのの裏裏面面にに示示すす場場所所にに安安全全ララベベルルをを貼貼りり付付けけててくくだだささいい。。
•• 安安全全ララベベルルのの指指示示にに従従っっててくくだだささいい。。
•• カカババーーをを取取りり外外すす前前ににササーービビススママニニュュアアルルをを参参照照ししててくくだだささいい。。

図図 44.. 安安全全ララベベルル
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警警告告
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子へへのの暴暴露露
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子はは、、衝衝撃撃、、切切断断、、穿穿孔孔にによよりり重重傷傷ままたたはは死死亡亡のの原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。オオルルタタネネーー
タターーのの空空気気吸吸入入口口、、空空気気排排出出口口、、オオーーププンンシシャャフフトトエエンンドド((一一般般にに駆駆動動側側（（DDEE））とともも呼呼ばばれれるる)) のの周周辺辺でではは、、
機機械械的的なな駆駆動動にによよっっててゴゴミミやや粒粒子子ががああららゆゆるる方方向向 ((水水平平方方向向おおよよびび垂垂直直方方向向)) にに放放出出さされれるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口にに近近づづかかなないいよよううににししててくくだだささいい。。
•• 空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口のの近近くくにに操操作作部部をを置置かかなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーはは銘銘板板ののパパララメメーータターーをを超超ええるる範範囲囲でで運運転転ししなないいででくくだだささいい。。過過熱熱のの原原因因ににななりりまますす。。
•• オオルルタタネネーータターーにに過過剰剰なな負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
•• 過過度度のの振振動動をを示示すすオオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせなないいででくくだだささいい。。
•• 並並列列ののオオルルタタネネーータターーをを指指定定さされれたたパパララメメーータターーのの範範囲囲をを超超ええてて同同期期ささせせなないいででくくだだささいい。。

警警告告
オオルルタタネネーータターーかかららのの粒粒子子おおよよびび煙煙へへのの暴暴露露。。
粒粒子子やや煙煙はは、、オオルルタタネネーータタのの換換気気装装置置がが設設置置さされれてていいるる場場所所かかららああららゆゆるる方方向向 ((水水平平おおよよびび垂垂直直)) にに放放出出ささ
れれるる可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我ををししなないいたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、換換気気口口、、吸吸気気口口、、排排気気口口のの周周囲囲をを避避けけててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーのの周周囲囲でで作作業業すするる場場合合はは、、適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。

警警告告
オオルルタタネネーータターー端端子子ボボッッククススかかららのの粒粒子子おおよよびび煙煙へへのの暴暴露露。。
端端子子ボボッッククススのの圧圧力力解解放放フフララッッププがが取取りり付付けけらられれてていいるるたためめ、、粒粒子子やや煙煙ははああららゆゆるる方方向向（（水水平平おおよよびび垂垂直直））にに
放放出出さされれまますす。。端端子子ボボッッククススのの圧圧力力解解放放フフララッッププはは、、ささままざざままなな位位置置とと方方向向にに配配置置ででききまますす。。怪怪我我ををししなないいたためめ
にに::
•• オオルルタタネネーータタのの動動作作中中はは、、作作業業員員はは端端子子ボボッッククススのの圧圧力力解解放放フフララッッププにに近近づづかかなないいよよううににししててくくだだささいい。。

図図 55.. SS99 低低電電圧圧オオルルタタネネーータターーのの危危険険区区域域

PM = 原動機/エンジン/駆動系

注注記記
左左側側//右右側側のの危危険険ゾゾーーンンのの位位置置はは、、端端子子ボボッッククススとと通通気気パパネネルルのの位位置置にによよっってて異異ななりりまますす。。
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22..1111 オオルルタタネネーータターーにに関関すするる注注意意事事項項
注注意意

危危険険有有害害性性物物質質
危危険険物物質質はは軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。有有害害物物質質にに長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝
露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 製製品品メメーーカカーーがが提提供供すするる指指示示をを必必ずず読読んんででにに従従っっててくくだだささいい。。
•• 製製品品メメーーカカーーのの指指定定にに従従っってて物物質質をを使使用用、、取取りり扱扱いい、、保保管管ししててくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照))。。

注注意意
歩歩道道とと手手すすりりのの欠欠損損
整整備備ややメメンンテテナナンンススののたためめにに一一時時的的にに取取りり外外ししたた歩歩道道やや手手すすりりはは、、滑滑りりややつつままずずきき、、転転倒倒にによよっってて軽軽傷傷ままたたはは
中中程程度度のの怪怪我我をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささ
いい。。
•• 危危険険性性ととリリススククをを評評価価しし、、安安全全なな作作業業ののたためめにに適適切切なな予予防防措措置置をを講講じじ、、警警告告をを発発しし、、権権限限ののなないい人人物物にに
よよるるアアククセセススをを防防止止ししててくくだだささいい。。

注注意意
粉粉塵塵//浮浮遊遊粉粉塵塵//煙煙
粉粉塵塵ややそそのの他他のの浮浮遊遊粒粒子子やや煙煙霧霧はは、、肺肺やや目目をを刺刺激激ししてて軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 機機械械的的なな真真空空抽抽出出をを使使用用ししてて、、粉粉塵塵やや浮浮遊遊粒粒子子ままたたはは煙煙をを除除去去ししててくくだだささいい。。
•• 周周囲囲をを十十分分にに換換気気ししててくくだだささいい。。
•• 常常にに適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照ししててくくだだささいい。。
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33 安安全全指指令令おおよよびび規規格格

33..11 全全般般
STAMFORD® および AvK® オルタネーターは、オルタネーターに関連する国内および国際的な指令や規格に
適合しています。オルタネーターは必ず関連規格で定められた範囲内およびオルタネーターの銘板に表示され
た範囲内で操作してください。オルタネーターは、設置および使用される地域/地域の規制要件に準拠する必要
があります。
船舶用オルタネーターはすべての主要な船級協会の要件を満たしています。
この章では、EU/UK 宣言のテンプレート例（該当する場合）を掲載しています。
必要に応じて、STAMFORD® およびAvK® のオルタネーターには、製品の説明と固有のシリアル番号が記載
された宣言書が付属しています。

33..22 例例:: 適適合合性性宣宣言言とと法法人人化化宣宣言言
CGT は、低電圧指令 2014/35/EU に基づく適合宣言を発行しています。この宣言は、製品が指令の健康と
安全の要件を満たしていることを保証することを目的としており、顧客が追加のコンポーネントを提供する必要
がない、1000 VAC 未満のすべての完成製品に使用されます。
CGT は、機械指令 2006/42/EC に基づく適合宣言書を発行しています。この宣言は、1000 VAC 未満の不不
完完全全ななすべての製品に使用され、製品が指令の健康と安全の要件を満たしていることを確認するために、顧客
は追加のコンポーネントを提供する必要があります。
オルタネーターには、必要に応じて製品の説明と固有のシリアルナンバーを表示した証明書が付属しています。
以下は、STAMFORD® および AvK® オルタネーターに付属する EU および英国の「適合宣言書」と「組込宣
言書」の例です。

注注記記
証証明明書書をを紛紛失失、、紛紛失失ままたたはは破破損損ししたた場場合合、、SSTTAAMMFFOORRDD®® ままたたはは AAvvKK®® カカススタタママーーササーービビススににごご連連絡絡くくだだささ
いい。。wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm。。
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図図 66.. ((例例)) EEUU 適適合合宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 11
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図図 77.. ((例例)) EEUU 適適合合宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 22
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図図 88.. ((例例)) UUKK 適適合合宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 11
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図図 99.. ((例例)) UUKK 適適合合宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 22
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図図 1100.. ((例例)) EEUU 組組みみ込込みみ宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 11
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図図 1111.. ((例例)) EEUU 組組みみ込込みみ宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 22
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図図 1122.. ((例例)) UUKK 組組みみ込込みみ宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 11
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図図 1133.. ((例例)) UUKK 組組みみ込込みみ宣宣言言 ­­SSHHEEEETT 22

33..33 電電磁磁波波適適合合性性 ((EEMMCC)) にに関関すするる追追加加情情報報
すべての STAMFORD® および AvK® オルタネーターは、必要に応じて、産業環境における電磁適合性コンプ
ライアンス エミッションおよびイミュニティ規格に適合するように設計されています。オルタネーターを住宅、商
業、および軽工業環境に設置する場合、追加の装置が必要になる場合があります。



­
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取り付け用の "接地" 装置には、オルタネーター フレームを現場の保護接地線に最短の長さで接続することが
必要です。

注注記記
CCuummmmiinnss GGeenneerraattoorr TTeecchhnnoollooggyy はは、、SSTTAAMMFFOORRDD®® ままたたはは AAvvKK®® ブブラランンドド以以外外のの未未承承認認品品ををメメンンテテナナ
ンンスス、、整整備備、、修修理理にに使使用用ししたた場場合合のの電電磁磁適適合合性性ににつついいててのの責責任任をを負負いいまませせんん。。

33..44 カカナナダダ規規格格協協会会 ((CCSSAA)) にに関関すするる追追加加情情報報
カナダ規格協会 (CSA) の規制に準拠するため、すべての外部配線およびコンポーネントは、少なくとも、オルタ
ネーター定格盤に記載されているオルタネーターの定格電圧に合わせる必要があります。
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44 ははじじめめにに

44..11 概概要要説説明明
S9 オルタネーターはブラシレスの回転磁界設計として、以下の範囲で提供されています。
• 低電圧 (LV) ～最大 1,000 V、50 Hz (1,500 RPM、4 極) および 1,000 V、60 Hz (1,800 RPM、4
極)

• 中電圧 (MV) ～ 最大 3.3 kV、50 Hz (1,500 RPM、4 極) および 4.16 kV、60 Hz (1,800 RPM、4
極)

• 高電圧 (HV) ～最大 13.8 kV、50 Hz (1,500 RPM、4 極) および 13.8 kV、60 Hz (1,800 RPM、4
極)

S9 オルタネーターには、永久磁石発電機 (PMG) を電源とするさまざまなAVRを使用する励磁システムが採
用されています。

44..22 騒騒音音
警警告告

騒騒音音
運運転転中中ののオオルルタタネネーータターーでで発発生生すするる騒騒音音はは、、重重篤篤でで回回復復不不能能なな聴聴覚覚障障害害をを起起ここすす原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防
止止すするるたためめにに::
•• 常常にに適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。「「個個人人用用保保護護具具」」のの項項をを参参照照ししててくくだだささいい。。

発生するA 特性騒音は最大 110 dB(A) に達する場合があります。用途固有の詳細事項についてはサプライ
ヤーにお問い合わせください。

44..33 オオルルタタネネーータターー名名
表表 33.. SS99 オオルルタタネネーータターー命命名名形形式式

例例:: SS 99 LL 11 DD ­­ CC 44 22
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44..44 シシリリアアルル番番号号のの位位置置
固有のシリアル番号が固定子フレームの側面に刻印され、端子ボックスの外側の 2 つのラベルに表示されま
す。

44..55 銘銘板板
オルタネーターに付属している銘板（接着式）は、発電装置の組み立ておよび塗装が完了してから貼り付けてく
ださい。

図図 1144.. SSTTAAMMFFOORRDD オオルルタタネネーータターーののググロローーババルル銘銘板板

44..66 製製品品認認証証
STAMFORD® のセキュリティー機能の高い偽造防止ホログラムがトラッキングラベルにあります。それぞれの
角度からホログラムを見たとき STAMFORD® ロゴの周辺にドットが見えることと "GENUINE" の文字がロゴ
の後ろにあることを確認します。周囲が少し暗い状態で、懐中電灯を使用してこれらのセキュリティー機能部を
確認します。正規のオルタネーターであることを 7 文字の固有ホログラム コードを wwwwww..ssttaammffoorrdd­­
aavvkk..ccoomm//vveerriiffyyで入力して確認します。

図図 1155.. トトララッッキキンンググララベベルル

図図 1166.. 33DD ホホロロググララムムをを上上下下左左右右かからら見見たたととききののドドッットト
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55 昇昇降降、、保保管管おおよよびび輸輸送送

55..11 一一般般的的輸輸送送ガガイイダダンンスス
オルタネーターは、形状、サイズ、重量、重心が異なります。特定の製品情報については、オルタネーターに付属
している一般配置図、吊り上げラベル、輸送情報を参照してください。
車両に積み込む前、荷物を輸送する前、および/または車両から降ろす前に、次のことを行ってください。
• 輸送業務に関連する適用される規則や規制を常に遵守してください。
• オルタネーターを車両に固定する/固定するために、適切に構成された十分な数の拘束具が使用されて
いることを確認してください。

• 拘束具によって損傷を受ける可能性がある敏感なコンポーネントの上または上に、ラッシング/固定拘束
具を配置しないでください。

• 塗装面や情報/警告ラベルの上に固縛/固定拘束具を配置しないでください。その上に拘束具を置く必要
がある場合は、これらの部分を保護してください。

• 輸送または保管する前に: 露出した機械加工面に防食剤を塗布してください。
• 輸送または保管する前に: 露出した接続ポイントを十分なカバー、キャップ、または梱包材で覆います。
• 輸送または保管する前に: 露出した接続ポイントを十分なカバー、キャップ、または梱包材で覆います。保
護されていないオルタネーターを平らでない表面の上で輸送しないでください。

• 必要に応じて、オルタネーターはトランスポートフレームに取り付けて供給する必要があります。
• 必要に応じて輸送用ロック (利用可能な場合) を使用して、ベアリングを損傷から保護する必要がありま
す。輸送用ロックがベアリング/オルタネーターに付属している場合は、輸送前に取り付ける必要がありま
す。

• ベアリングは、適切な防食剤を使用して腐食から保護する必要があります。
• 業界のベストプラクティスガイダンスを読んで従ってください。
• 必要な場合は、輸送の専門家に相談してください。

55..22 オオルルタタネネーータターーのの吊吊りり上上げげ
危危険険

機機械械部部品品のの落落下下
機機械械部部品品のの落落下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに、、持持ちち上上げげるる前前にに次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 積積載載量量、、状状態態、、吊吊りり上上げげポポイインントトのの取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 荷荷重重のの質質量量、、完完全全性性、、安安定定性性をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 利利用用可可能能なな場場合合:: ベベアアリリンンググのの動動ききやや損損傷傷をを防防ぐぐたためめにに、、駆駆動動側側とと非非駆駆動動側側のの中中継継継継手手をを取取りり付付けけまま
すす。。

•• 吊吊りり上上げげるる際際ははオオルルタタネネーータターーをを水水平平状状態態にに保保っっててくくだだささいい。。
•• 発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるるたためめにに、、オオルルタタネネーータターーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーままたたはは発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるる場場合合はは、、ククーーララーーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

•• 吊吊りり上上げげ部部のの 11 つつにに貼貼らられれてていいるる吊吊りり上上げげララベベルルをを剥剥ががささなないいででくくだだささいい。。
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吊り上げ部 (突起部または小穴) に掛け金を取り付けて、オルタネーターを吊り上げます。吊り上げ部に貼られ
たラベルに、正しい吊り上げ方法が記載されています。オルタネーターを吊り上げるときは、チェーンと、必要に
応じてスプレッダー バーを使用し、チェーンが垂直になるようにしてください。吊り上げ装置の容量が、オルタ
ネーターに貼付されているラベルに記載されているオルタネーター質量に対して十分であることを確認してくだ
さい。

図図 1177.. リリフフテティィンンググララベベルルのの例例

55..33 オオルルタタネネーータターーのの寸寸法法
寸法はオルタネーターのモデル固有のデータ シートに記載されています。オルタネーターのモデルを特定する
には、銘板を確認してください。

注注記記
デデーータタシシーートトはは以以下下かからら入入手手可可能能 wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm

55..44 保保管管
警警告告

結結露露水水
巻巻線線にに結結露露ししたた水水ががああるる状状態態ででオオルルタタネネーータターーをを運運転転すするるとと、、感感電電、、火火傷傷、、飛飛散散ししたた破破片片やや粒粒子子へへのの暴暴露露にによよ
りり、、重重大大なな人人身身事事故故をを引引きき起起ここすすここととががあありりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、オオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせるる前前にに、、次次ののこことと
をを行行っっててくくだだささいい。。
•• 結結露露防防止止ヒヒーータターー ((装装備備さされれてていいるる場場合合)) をを使使用用ししてて、、結結露露がが蓄蓄積積すするるののをを防防ぐぐ。。
•• 凝凝縮縮ししたた水水ががなないいかか確確認認ししまますす。。
•• 結結露露ししたた水水ががああるる場場合合はは、、水水をを抜抜きき取取りり、、乾乾燥燥ささせせててかからら、、取取扱扱説説明明書書のの保保守守点点検検のの項項をを参参照照ししててオオルル
タタネネーータターーをを点点検検ししててくくだだささいい。。

http://www.stamford-avk.com
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警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

オルタネーターをすぐに使用しない場合は、清潔で乾燥した、振動のない環境に保管してください。結露防止
ヒーターの使用をお勧めします (利用可能な場合)。
オルタネーターを回転できる場合は、保管中に回転子を毎月少なくとも6 回転回してください。

55..55 長長期期保保管管
オルタネーターを(保管またはその他の理由により) 固定すると、振動、湿度、温度、空中浮遊汚染物質などの環
境要因の影響を受け、ベアリングの配置がずれることがあります。
オルタネーターを長期間停止する場合は、事前にSTAMFORD® または AvK® カスタマーサービス
( wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm ) のアドバイスを受けてください。

55..66 保保管管後後
保管後に使用する場合は、運転前チェックを実施して巻線の状態を確認します。巻線が湿っていたり、絶縁抵抗
が低い場合は、オルタネーターの絶縁乾燥手順を参照してください。章章 88 ペペーージジ4477を参照してください。
オルタネーターを稼動する前に、以下の表を参照してください。

表表 44.. ベベアアリリンンググのの保保管管

保保管管中中にに回回転転ななしし 保保管管中中にに回回転転あありり

ググリリーースス注注入入式式ベベアアリリンンググ 保管期間が 12 か月未満の場合、
オルターネーターを稼動してくださ
い。
保管期間が 12 か月以上の場合、
ベアリングを交換してからオルター
ネーターを稼動してください。

保管期間が 6 か月未満の場合、オ
ルターネーターを稼動してくださ
い。
保管期間が 6 か月以上 24 か月
未満の場合、初回運転時にベアリ
ングにグリースを注入してからオル
ターネーターを稼動してください。
保管期間が 24 か月以上の場合、
ベアリングを交換してからオルター
ネーターを稼動してください。
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66 オオルルタタネネーータターーのの用用途途
選択したオルタネーターが最終的な用途に適していることを確認するのは顧客の責任です。

警警告告
誤誤っったた使使用用方方法法ままたたはは不不適適切切なな使使用用方方法法
オオルルタタネネーータターーのの誤誤っったたままたたはは不不適適切切なな使使用用はは、、機機器器のの損損傷傷、、重重傷傷、、ままたたはは死死亡亡ににつつななががるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防止止ししたたりり、、機機器器のの損損傷傷をを防防止止すするるににはは::
•• 必必ずず、、使使用用目目的的やや用用途途にに合合っったた正正ししいい仕仕様様ののオオルルタタネネーータターーをを選選択択ししててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機にに互互換換性性ががあありり、、意意図図すするる用用途途にに適適ししてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーのの設設置置はは、、必必ずずオオルルタタネネーータターーにに付付属属のの取取扱扱説説明明書書おおよよびび技技術術図図面面にに従従っってて行行っっててくくだだ
ささいい。。

•• 適適用用さされれるる地地域域のの規規則則やや規規制制にに従従っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーがが取取扱扱説説明明書書にに従従いい、、オオルルタタネネーータターー定定格格板板のの制制限限内内でで運運転転さされれてていいるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。

•• 損損傷傷やや欠欠陥陥ののああるるオオルルタタネネーータタはは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
欠欠陥陥がが発発見見さされれたた場場合合::
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。
•• 修修理理ししてて使使用用可可能能なな状状態態にに戻戻すすままでで、、オオルルタタネネーータターーををそそれれ以以上上使使用用ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。

66..11 環環境境
オルタネーターは IP23 を規格として保護されています。IP23 は屋外使用の場合の保護には十分ではなく、追
加対策が必要です。

表表 55.. 環環境境仕仕様様

周周囲囲温温度度 ­15 °C ～40 °C (5 °F ～104 °F)

相相対対湿湿度度 70% 未満

標標高高 1,000 m (3,280 ft) 未満

オルタネーターはこの表に記載した環境用に設計されています。オルタネーターは、適切に定格されている場
合、これらの条件外でも動作できます。銘板を参照してください。購入後に動作環境が変更された場合は、
STAMFORD® または AvK® カスタマー サービスにご相談ください。改訂されオルタネーターの定格について
は、wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm を参照してください。

66..22 空空気気のの流流れれ
表表 66.. SS99 LLVV、、MMVV、、HHVV 最最小小空空気気流流量量とと最最大大圧圧力力差差

オオルルタタネネーータターーののモモデデルル
おおよよびび周周波波数数

最最小小のの空空気気のの流流れれ、、mm33//ss ((fftt33//分分)) アアウウトトレレッットト圧圧力力のの差差にに対対
すするる最最大大吸吸気気、、mmmm [[イインン

チチ]] 水水位位計計5500 HHzz 6600 HHzz

SS99 ((すすべべててののタタイイププ)) 2.78 (5890) 3.33 (7056) 13 (0.5)

オルタネーターの運転時、吸排気を塞がないようにしてください。
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66..33 空空中中浮浮遊遊汚汚染染物物質質
注注意意

粉粉塵塵//浮浮遊遊粉粉塵塵//煙煙
粉粉塵塵ややそそのの他他のの浮浮遊遊粒粒子子やや煙煙霧霧はは、、肺肺やや目目をを刺刺激激ししてて軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 機機械械的的なな真真空空抽抽出出をを使使用用ししてて、、粉粉塵塵やや浮浮遊遊粒粒子子ままたたはは煙煙をを除除去去ししててくくだだささいい。。
•• 周周囲囲をを十十分分にに換換気気ししててくくだだささいい。。
•• 常常にに適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照ししててくくだだささいい。。

注注記記
塩塩分分、、油油分分、、排排気気ガガスス、、化化学学物物質質、、粉粉塵塵、、砂砂ななどどのの汚汚染染物物質質はは絶絶縁縁のの効効果果をを減減少少ささせせ、、巻巻線線のの寿寿命命をを早早めめるる原原
因因ととななりりまますす。。オオルルタタネネーータターー保保護護ののたためめ、、エエアアフフィィルルタターーおおよよびびエエンンククロローージジャャのの使使用用ををごご検検討討くくだだささいい。。

66..44 エエアアフフィィルルタターー
エアフィルターは空中の 5 ミクロンより大きい微粒子を除去します。設置環境に応じて、フィルターを定期的に
清掃または交換する必要があります。フィルターをこまめに点検し、適切な点検期間を設けてください。
フィルターの取り付けを工場で行っているオルタネーターは、冷気の流量の減少を考慮して評価されています。
フィルターが装着されている場合、オルタネーターの定格を5% 下げる必要があります。
エア フィルターで水分を除去することはできません。フィルターを更に保護することで、乾燥した状態を維持し
てください。湿ったフィルターは空気の流れを制限し、オルタネーターの過熱の原因となるだけでなく、絶縁体の
早期故障を引き起こします。

66..55 湿湿度度条条件件
空気の水分収容能力は温度によって決まります。 気温が飽和点より低くなると、巻線に結露が生じ、絶縁の電
気抵抗が低下することがあります。 オルタネーターがエンクロージャ内に収まっている場合でも、湿度条件に
よっては追加の保護対策が必要になることがあります。結露防止ヒーターが標準装備されています。

66..66 結結露露防防止止ヒヒーータターー
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。
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警警告告
結結露露水水
巻巻線線にに結結露露ししたた水水ががああるる状状態態ででオオルルタタネネーータターーをを運運転転すするるとと、、感感電電、、火火傷傷、、飛飛散散ししたた破破片片やや粒粒子子へへのの暴暴露露にによよ
りり、、重重大大なな人人身身事事故故をを引引きき起起ここすすここととががあありりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、オオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせるる前前にに、、次次ののこことと
をを行行っっててくくだだささいい。。
•• 結結露露防防止止ヒヒーータターー ((装装備備さされれてていいるる場場合合)) をを使使用用ししてて、、結結露露がが蓄蓄積積すするるののをを防防ぐぐ。。
•• 凝凝縮縮ししたた水水ががなないいかか確確認認ししまますす。。
•• 結結露露ししたた水水ががああるる場場合合はは、、水水をを抜抜きき取取りり、、乾乾燥燥ささせせててかからら、、取取扱扱説説明明書書のの保保守守点点検検のの項項をを参参照照ししててオオルル
タタネネーータターーをを点点検検ししててくくだだささいい。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

結露防止ヒーターの電源は、別の電源から供給します。結露防止ヒーターは巻線周辺の気温を上昇させ、オル
タネーターが作動していないときに高湿度条件下での結露を防止します。最良の方法は、オルタネーターの電
源が切れたときに自動的にヒーターの電源が入るようにすることです。

66..77 エエンンククロローージジャャ
警警告告

エエンンククロローージジャャ
オオルルタタネネーータターーはは、、環環境境保保護護、、騒騒音音低低減減、、輸輸送送ななどどのの理理由由ででエエンンククロローージジャャ内内にに設設置置さされれるる場場合合ががあありりまますす。。負負
傷傷ままたたはは死死亡亡をを防防ぐぐたためめにに、、作作業業員員ははエエンンククロローージジャャにに入入るる前前にに次次ののここととをを行行うう必必要要ががあありりまますす。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを理理解解ししててくくだだささいい。。
•• エエンンククロローージジャャへへのの出出入入りりにに安安全全ななアアククセセススルルーートトをを確確保保しし、、十十分分なな換換気気をを行行いい、、オオルルタタネネーータターーのの危危険険
ゾゾーーンンにに従従っっててくくだだささいい。。

•• 適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。
ささららにに、、中中電電圧圧ままたたはは高高電電圧圧ののオオルルタタネネーータターーをを使使用用すするる場場合合::
•• 絶絶対対にに必必要要なな場場合合ににののみみ、、オオルルタタネネーータターーがが動動作作ししてていいるるととききににエエンンククロローージジャャにに入入りりまますす。。
•• 作作業業員員へへののリリススククをを最最小小限限にに抑抑ええるるににはは、、リリモモーートト診診断断、、監監視視、、測測定定シシスステテムムをを使使用用ししまますす。。

警警告告
雨雨季季にに水水がが浸浸入入すするるとと、、オオルルタタネネーータターーややそそのの他他のの電電気気部部品品のの近近くくでで感感電電すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

• エンクロージャを装着し、オルタネーターを厳しい環境条件から保護します。
• オルタネータに流入する空気が適切な流量で、湿気や汚染物質がなく、定格プレートの最高周囲温度以
下であることを確認してください。

• 空気の流れをモデル化し、筐体内で高温の空気が再循環しないように特定する必要があります。



­

3322 A073P161 (発行 2) 12-2024Copyright © 2024 Cummins Inc.

• オルタネーターの周辺に安全なメンテナンスに必要なものが充分そろっていることを確認してください。

66..88 振振動動
オルタネーターは、ISO 8528­9 および BS 5000­3 の要件に適合するように製造された発電装置上で、発生
する振動レベルに耐えるように設計されています。(ISO 8528 は広帯域測定に対応し、BS5000 は発電装置
で発生する振動の主要周波数について規定します。)

注注記記
上上記記のの仕仕様様ののいいずずれれかかをを超超ええるるとと、、ベベアアリリンンググややそそのの他他ののココンンポポーーネネンントトのの寿寿命命にに悪悪影影響響がが生生じじ、、オオルルタタネネーー
タターーのの保保証証がが無無効効ににななるる可可能能性性ががあありりまますす。。

注注記記
端端子子ボボッッククススはは、、装装着着さされれたた母母線線ままたたはは端端子子、、変変圧圧器器、、ロローードドケケーーブブルル、、補補助助端端子子ボボッッククススをを支支持持すするるここととをを目目
的的にに設設計計さされれてていいまますす。。質質量量のの増増加加にによよっってて過過大大なな振振動動がが発発生生ししたたりり、、端端子子ボボッッククススエエンンククロローージジャャおおよよびびママ
ウウンントトがが故故障障ししたたりりすするるここととががあありりまますす。。設設置置ママニニュュアアルルをを参参照照しし、、ロローードドケケーーブブルルをを端端子子ボボッッククススにに接接続続ししまま
すす。。追追加加のの質質量量をを端端子子ボボッッククススにに固固定定すするる前前にに、、SSTTAAMMFFOORRDD®® ままたたはは AAvvKK®® カカススタタママーーササーービビススににごご相相談談
くくだだささいい。。

66..88..11 BBSS55000000‒‒33 のの定定義義
オルタネーターは、機械の基本構造または主フレームに直接接した任意の測定位置で、周波数 5 Hz ～ 8 Hz
の範囲において振幅 0.25 mm の線形振動レベル、かつ周波数 8 Hz ～ 200 Hz の範囲において実効値で
速度 9.0 mm/s の振動レベルに連続して耐えるものでなければなりません。複合波形の振動の場合、これらの
限界値は主要周波数についてのみ適用します。

66..88..22 IISSOO 88552288­­99 のの定定義義
ISO 8528­9 は広帯域の周波数を指し、広帯域とは 10 ヘルツから1000 ヘルツの間とみなされます。下表は
ISO 8528­9 (表 C.1、値 1) からの抜粋です。この簡易表は標準設計の発電装置の運転で許容される振動限
界をkVA と速度ごとに一覧にしたものです。

66..88..33 振振動動のの周周波波数数
オルタネーターで発生する主振動周波数は以下のとおりです。
• 4 極 1,500 RPM 25 Hz
• 4 極 1,800 RPM 30 Hz

エンジンによって誘起されるオルタネーターの振動は複雑です。BS5000­3 および ISO 8528­9 に規定された
振動が起こらないよう、適切な装置のアラインメント、台板の剛性、据え付け方法を考慮した設計を行うことは、
発電装置設計者の責任となります。
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66..88..44 線線形形振振動動のの上上限限
表表 77.. SS99 振振動動レレベベルル測測定定

SS99 オオルルタタネネーータターーでで測測定定さされれるる線線形形振振動動レレベベルル

エエンンジジンンススピピーードド
RRPPMM
((MMIINN ­­11))

発発電電出出力力
SS

((kkVVAA))

振振動動
変変位位

RRMMSS ((mmmm))

振振動動
速速度度

RRMMSS ((mmmm//ss))

1 300 ≤nr
≤2 000

250 0.32 20

広帯域の範囲は 10 Hz ～1,000 Hz

66..88..55 線線形形振振動動モモニニタタリリンンググ
振動解析装置を使用して以下の状態における振動レベルを測定するようお勧めします。発電装置の振動が規格
で規定された制限の範囲内であることを確認してください。振動が制限範囲を超過している場合、発電装置メー
カーは、振動が発生する原因を調査し排除する必要があります。最良の方法は、発電装置メーカーが初期の読
み取り値を基準として取得し、整備スケジュールに従ってユーザーに定期的に振動をモニタリングしてもらい、劣
化の傾向をいち早く見つけることです。

図図 1188.. 振振動動測測定定のの位位置置
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66..88..66 過過大大なな振振動動
警警告告

排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子へへのの暴暴露露
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子はは、、衝衝撃撃、、切切断断、、穿穿孔孔にによよりり重重傷傷ままたたはは死死亡亡のの原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。オオルルタタネネーー
タターーのの空空気気吸吸入入口口、、空空気気排排出出口口、、オオーーププンンシシャャフフトトエエンンドド((一一般般にに駆駆動動側側（（DDEE））とともも呼呼ばばれれるる)) のの周周辺辺でではは、、
機機械械的的なな駆駆動動にによよっっててゴゴミミやや粒粒子子ががああららゆゆるる方方向向 ((水水平平方方向向おおよよびび垂垂直直方方向向)) にに放放出出さされれるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口にに近近づづかかなないいよよううににししててくくだだささいい。。
•• 空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口のの近近くくにに操操作作部部をを置置かかなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーはは銘銘板板ののパパララメメーータターーをを超超ええるる範範囲囲でで運運転転ししなないいででくくだだささいい。。過過熱熱のの原原因因ににななりりまますす。。
•• オオルルタタネネーータターーにに過過剰剰なな負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
•• 過過度度のの振振動動をを示示すすオオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせなないいででくくだだささいい。。
•• 並並列列ののオオルルタタネネーータターーをを指指定定さされれたたパパララメメーータターーのの範範囲囲をを超超ええてて同同期期ささせせなないいででくくだだささいい。。

発電装置の測定振動が制限範囲外にある場合
1. 発電装置メーカーに問い合わせ、振動を許容可能なレベルまで低減させてください。
2. ベアリングとオルタネーターの寿命への影響を評価するには、STAMFORD® または AvK® カスタマー
サービスにご相談くださいwwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm を参照してください。

66..99 ベベアアリリンンググ
66..99..11 ググリリーースス注注入入式式ベベアアリリンンググ

各ベアリングハウジングはグリースパイプで外部のグリースニップルに接続されています。ラベルには、グリー
スの種類と量、およびグリースを再注入する頻度が示されています。 推奨グリースは高性能な合成化合物で
す。仕様の異なるグリースと混ぜて使用しないでください。 詳細については、「整備およびメンテナンス」の章を
参照してください。

66..99..22 ベベアアリリンンググのの寿寿命命
ベアリングの寿命を短くするまたはベアリングの故障を引き起こす要素には以下のようなものがあります。
• 不利な動作条件と環境。
• 発電機設定のずれによるストレス。
• BS 5000­3 および ISO 8528­9 の制限を超えるエンジンからの振動。
• オルタネーターが静止状態あり、長期間 (輸送を含む) 振動にさらされると、誤ったブリネリング摩耗 (レー
ス上でのボールと溝の平坦化) の原因になる可能性があります。

• 湿度が高い状態または濡れた状態。グリースが乳化し腐食や劣化を引き起こす原因となります。

66..99..33 ベベアアリリンンググのの状状態態モモニニタタリリンンググ
ユーザーが振動モニタリング装置を使用してベアリングの状態をチェックすることをお勧めします。最良の方法
は、初期読み取り値を参照値として用い、ベアリングを定期的にモニタリングして劣化の傾向を検知することで
す。これにより、発電装置またはエンジンの適切な点検周期でベアリングの交換計画を立てることができます。

66..99..44 ベベアアリリンンググのの「「ササーービビスス寿寿命命」」予予測測
ベアリングメーカーは、ベアリングのサービス寿命はメーカーのコントロールできない外部の要因に依存すること
を認識しています。サービス寿命を見積もるのではなく、実用的な交換の間隔は、L10 のベアリングの寿命、グ
リースの種類、およびベアリングやグリースのメーカーの推奨事項に基づいています。
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通常の用途の場合：適切なメンテナンスを実施する場合、振動レベルが ISO 8528­9 および BS5000­3 の規
定値を超えないようにし、また周囲温度が 50°C を超えないようにしてください。また、ベアリングを稼動 30,000
時間以内に交換するよう計画してください。
STAMFORD®オルタネーターのベアリングの寿命について不明点がある場合は、最寄りのオルタネーターの正
規代理店、STAMFORD® または AvK® カスタマー サービスまでお問合せください。 wwwwww..ssttaammffoorrdd­­
aavvkk..ccoommを参照してください。

66..99..55 ススタタンンババイイ運運転転
オルタネーターを毎週 10 分間以上無負荷状態でスタンバイ運転します。再給脂可能なベアリングが取り付け
られたオルタネーターの場合は、累積稼働時間数に関係なく、6 か月ごとにベアリングにグリースを再度塗布し
てください。
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77 発発電電装装置置へへのの設設置置

77..11 発発電電機機セセッットトののカカッッププリリンンググ
警警告告

オオルルタタネネーータターーのの連連結結
連連結結時時にに機機械械部部品品をを移移動動すするるとと、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我のの原原因因ににななりりまますす。。オオルルタタ
ネネーータターーをを原原動動機機にに連連結結すするるとときき、、ままたたはは大大ききなな部部品品をを取取りり付付けけるるととききはは、、人人身身事事故故をを防防ぐぐたためめにに次次ののここととをを
行行っっててくくだだささいい。。
•• 作作業業員員はは、、連連結結おおよよびび//ままたたはは取取りり付付けけ作作業業中中、、手手足足やや体体のの一一部部をを連連結結面面かからら遠遠ざざけけななけけれればばななりりまませせ
んん。。

注注記記
冷冷却却フファァンンのの羽羽根根ににドドラライイババーーななどどをを押押しし当当てててて、、オオルルタタネネーータターーのの回回転転子子をを回回そそううととししなないいででくくだだささいい。。冷冷却却
フファァンンははそそののよよううなな力力にに耐耐ええらられれるるよよううにに設設計計さされれてていいなないいたためめ、、損損傷傷ししまますす。。

図図 1199.. レレババーーをを押押しし当当てててて回回転転ししなないいででくくだだささいい。。
運転の効率化と部品の長寿命化は、オルタネーターの機械的応力を最小限にできるかにかかっています。発電
機セットでカップリングすると、アラインメント不良および主駆動エンジンとの振動の相互作用により、機械的応
力が発生する可能性があります。
質量が 150 kg を超えるカップリングは、ベアリングの寿命を著しく縮めます。詳細については、工場までお問
い合わせください。
発電機セットには、正確なアラインメントのための頑丈な台座として、設置フロアの荷重に適した、水平でしっかり
した継ぎ目のない台板 (エンジンおよびオルタネーターの取り付けパッド付き) が必要です。すべての取り付け
パッドの高さは、スキッド取り付けについては 0.25 mm 以内、無調整式の防振マウント(AVM) については 3
mm 以内、高さ調整可能な AVM については 10 mm 以内である必要があります。シムを使用するか、または
アライメント器具を調整して、指定の高さにします。オルタネーターの回転子とエンジンアウトプットシャフトの回
転軸は、同軸 (放射状アライメント) で同一平面に対して直角 (角度アライメント) である必要があります。オルタ
ネーターとエンジンのカップリングの軸アラインメントは、ベアリングにかかる不要な軸方向の力を使用せずに熱
膨張を許容できるように、動作温度で0.5 mm 以内である必要があります。
カップリングのたわみにより、振動が発生する可能性があります。このオルタネーターは、最大曲げモーメントが
275 kgm (2,000 lbs ft) を超えないように設計されています。エンジン フランジの最大曲げモーメントについ
ては、エンジンメーカーにご確認ください。
すべてのエンジン駆動のシャフト システムでねじり振動が発生します。クリティカルな速度で振動は大きくなり、
損傷の原因になることがあります。発電装置のメーカーは、シャフトの寸法および回転子の慣性について、付属
のねじり図面を参照して、オルタネーターのシャフトおよびカップリングにおけるねじり振動の影響を考慮に入れ
る必要があります。
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オルタネーターとエンジンを直結することにより、発電装置の剛性を高めることができます。1 つまたは 2 つのベ
アリング オルタネータは両方とも直列接続できます。開放式の連結用のガードは発電装置メーカー側でご用意
ください。
輸送時または保管時に、オルタネーター フレームのスピゴット、回転子 カップリング プレート、およびシャフトエ
クステンションが錆びないように防錆剤でコーティングしておきます。この防錆剤は、発電機セットのカップリング
前に必ず除去してください。

図図 2200.. ドドラライイブブエエンンドドカカッッププリリンンググハハブブににボボルルトトでで固固定定さされれたたカカッッププリリンンググデディィススククをを示示すすベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターーロローー
タターー ((右右))

図図 2211.. 22 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターーのの回回転転子子:: フフレレキキシシブブルル結結合合用用ののキキーー溝溝のの付付いいたたシシャャフフトトががああるる((右右側側))

77..22 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー11 個個
危危険険

機機械械部部品品のの落落下下
機機械械部部品品のの落落下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに、、持持ちち上上げげるる前前にに次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 吊吊りり上上げげ装装置置のの容容量量、、状状態態、、取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 積積載載量量、、状状態態、、吊吊りり上上げげポポイインントトのの取取りり付付けけ状状態態をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 荷荷重重のの質質量量、、完完全全性性、、安安定定性性をを確確認認ししててくくだだささいい。。
•• 利利用用可可能能なな場場合合:: ベベアアリリンンググのの動動ききやや損損傷傷をを防防ぐぐたためめにに、、駆駆動動側側とと非非駆駆動動側側のの中中継継継継手手をを取取りり付付けけまま
すす。。

•• 吊吊りり上上げげるる際際ははオオルルタタネネーータターーをを水水平平状状態態にに保保っっててくくだだささいい。。
•• 発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるるたためめにに、、オオルルタタネネーータターーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーままたたはは発発電電機機セセッットト全全体体をを持持ちち上上げげるる場場合合はは、、ククーーララーーのの吊吊りり上上げげポポイインントトをを使使用用ししなないい
ででくくだだささいい。。

•• 吊吊りり上上げげ部部のの 11 つつにに貼貼らられれてていいるる吊吊りり上上げげララベベルルをを剥剥ががささなないいででくくだだささいい。。

1. ファンのハブの下にある回転子をサポートするブラケットが適切な位置に取り付けられていることを確認し
ます。
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2. オルタネーターをエンジンに近付けて、輸送時に回転子を所定位置に保持する駆動側輸送ブラケットを取
り外します。

3. オルタネーターの駆動側からエア アウトレットカバーを取り外し、カップリングとアダプター ボルトに接近
します。

4. 必要に応じて、表示の順番でカップリングディスクボルトを締め付けます図図 2222 ペペーージジ4400。
5. カップリング ディスクをDE カップリング ハブに固定する、ボルトサークル周辺の時計回り方向のボルト
のトルクを確認します。

6. カップリングディスクがアダプタースピゴットと同心円になるようにします。アライメントスタッドを使用して
ディスクとフライホイールが一直線になるようにします。

7. フライホイールのカップリング嵌合面からフライホイール ハウジングの嵌合面までの軸方向距離が公称
寸法の 0.5 mm 以内であることを確認します。これにより、エンジンのクランク軸フロートが保持され、オル
タネーターの回転子の位置がニュートラルになり、熱膨張を許容できるようになります。 エンジンまたはオ
ルタネーターのベアリングにあらかじめ加えられる軸スラスト荷重はありません。

8. オルタネーターをエンジン、エンジン カップリング ディスクおよびハウジング スピゴットに同時に近付け
て、カップリング ディクスがフライホイール面に接触し、ハウジング スピゴットの位置が決まるまでオルタ
ネーターをエンジン側へ押し込みます。

注注記記
フフレレキキシシブブルルデディィススククをを通通るるボボルルトトをを使使用用ししててオオルルタタネネーータターーををエエンンジジンン側側へへ引引きき寄寄せせなないいででくくだだささいい。。

9. ハウジング ボルトおよびカップリング ボルトの頭の下に肉厚ワッシャーを座金を取り付けます。アライメン
トが正しくなるように注意しながら、カップリングアセンブリ周りのボルトを均一に締め付けます。

10. 表示の順番で、ボルトを締め付けて、カップリング ディスクをフライホイールに固定します。図図 2233 ペペーージジ
4400

11. 各ボルトのボルト サークル周辺の時計回り方向のトルクを確認して、すべてのボルトを確実にしっかり締
め付けてください。適正締め付けトルクについてはエンジンメーカーのマニュアルを参照してください。

12. 回転子のサポートブラケットを取り外します。
13. すべてのカバーを取り付けます。



­

4400 A073P161 (発行 2) 12-2024Copyright © 2024 Cummins Inc.

図図 2222.. ハハブブへへのの固固定定手手順順

図図 2233.. フフラライイホホイイーールルへへのの固固定定手手順順

77..33 22 軸軸ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー
ねじり振動の影響を最小限に抑えるために、特定のエンジンとオルタネーターの組み合わせに適合するように設
計されたフレキシブルカップリングを推奨します。
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直結式アダプターを使用する場合、機械加工面のアライメントはオルタネーターをエンジンに近づけて確認して
ください。必要に応じて、オルタネーターの足にシムを取り付けてください。

77..44 運運転転前前チチェェッックク
発電装置の始動前に、巻線の絶縁抵抗のテスト、およびすべての接続がしっかり固定され正しい位置にあること
の確認を行います。オルタネーターの空気流路に障害物がないことを確かめてください。すべてのカバーを取り
付けます。

77..55 回回転転のの方方向向
オルタネーターは標準として、駆動側から見て時計回りに回転します (ただし、注文時に反時計回りが指定され
ている場合を除きます)。回転方向を変更した場合はファンを交換する必要があります。STAMFORD® または
AvK® カスタマーサービスにご相談ください。wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm。

図図 2244.. 回回転転のの方方向向

77..66 相相回回転転
駆動端側から見て時計回り方向にオルタネーターが回転している場合、主固定子の出力は U V W の相順で
接続されています。相回転を逆にする必要がある場合は、顧客が端子ボックスの出力ケーブルを再接続してくだ
さい。「逆相接続」の回路図については、STAMFORD® または AvK® カスタマー サービスにご相談ください。
wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm を参照してください。
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77..77 電電圧圧とと周周波波数数
オルタネーターの銘板に記載の電圧と周波数が、発電装置の用途の要件に適合することを確認してください。
調整については、AVR マニュアルの詳細な指示を参照してください。

77..88 AAVVRR 設設定定
AVR は初期運転試験用に工場で設定されています。AVR 設定が必要な出力に適合することを確認してくだ
さい。負荷調整と無負荷調整については、AVR マニュアルの詳細な指示を参照してください。

77..99 電電気気的的接接続続
警警告告

誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびびシシスステテムム保保護護
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびび//ままたたははシシスステテムム保保護護はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、作作業業員員はは次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 関関連連すするる、、該該当当すするる、、承承認認さされれたたトトレレーーニニンンググをを完完了了ししてていいるるこことと。。
•• 機機器器ににつついいてて知知りり、、タタススククとと手手順順をを理理解解すするる。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを知知るる。。
•• 現現場場//場場所所特特有有のの緊緊急急手手順順とと適適用用さされれるる法法律律とと規規制制をを理理解解しし、、遵遵守守すするる。。

端子ボックスは、装着された母線または端子、変圧器、ロードケーブル、補助端子ボックスを支持することを目的
に設計されています。質量の増加によって過大な振動が発生したり、端子ボックスエンクロージャおよびマウント
が故障したりすることがあります。追加の質量を端子ボックスに固定する前に、STAMFORD® または AvK® カ
スタマー サービスにご相談ください wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoomm を参照してください。端子ボックスまたはオルタ
ネーターに切り屑が入らないように、穴あけまたは切断するにはパネルを取り外す必要があります。
システム設計者が必要な故障保護または感度限界を計算できるように、ご要望に応じて故障電流曲線とオルタ
ネーターのリアクタンス値を工場から提供します。
設置作業担当者は、オルタネーター フレームが発電機セットの台板に接続されていることを確認し、現場のアー
スに接続する必要があります。オルタネーターフレームと台版に防振マウントが取り付けられている場合、適切な
定格の接地線で防振マウント間をつなぐ必要があります。
ロード ケーブルの電気的接続については、配線図を参照してください。電気的接続は、現場固有のケーブルの
差込口およびグランディングに適合するように取り外し可能パネルで組み立てられた端子ボックス内で行われま
す。シングル コア ケーブルを付属の絶縁または非磁気グランドプレートを介して配線します。端子ボックスまた
はオルタネーターに切り屑が入らないように、穴あけまたは切断するにはパネルを取り外す必要があります。配線
後、端子ボックスを点検し、必要に応じて真空掃除機を使用してすべてのゴミを除去し、破損または障害のある
内部部品がないことを確認します。
標準では、オルタネーターの中性点はオルタネーター フレームに接続されていません。必要に応じて、位相リー
ド線の断面積の最低半分の導体を使用すれば、中性点を端子ボックスの地絡端子に接続できます。
ロードケーブルは端子ボックスに入る位置で急に曲がらないように適切に支持し、端子ボックスグランドに固定
します。また、ケーブルおよびオルタネーターの負荷端子に過大な応力を与えることなく、防振マウント上のオル
タネーターが少なくとも±25 mm 動くようにします。
ロード ケーブルの突起部のパーム (平らな部分) は、主固定子の出力端子に直接接触するように固定して、
パーム領域全体を使って出力電流が流れるようにする必要があります。詳細は図のとおりです 図図 2255 ペペーージジ
4433。M12 締め具の締め付けトルクはバスバー上で 80Nm です。ケーブルの突起部は、注文時の指定に基づ
き、締め具を1 個または 2 個使用して、バスバーの上部または下部に固定することができます。

http://www.stamford-avk.com
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図図 2255.. 適適切切ななケケーーブブルルククラランンピピンンググ

77..1100 電電力力系系統統接接続続:: 電電圧圧ササーージジとと電電源源瞬瞬断断
オルタネータのコンポーネントを損傷する可能性がある、接続された負荷および/または配電システムによって生
成される過渡電圧負荷を考慮する必要があります。
用途とインストールの詳細に応じて、以下の点を考慮する必要があります。
• 大きなステップ変動を起こす特性を示す負荷
• スイッチギアによる負荷制御および過渡電圧スパイクを発生させる可能性のある方法による電力制御
• 落雷など、外部の影響を受けやすい配電システム
• 商用電源へ並列運転を含むような用途。この場合、商用電源への障害の危険性が瞬断として現れること
があります。

オルタネーターが電圧サージや電源瞬断のリスクにさらされている場合は、規制や設置要件を満たすために発
電システムの適切な保護対策を含めることをお勧めします。専門の保護システム設計者および関連する専門機
関の指導を受けることもお勧めします。

77..1111 負負荷荷のの変変化化
特定の条件下では、負荷の変化によりオルタネーターの寿命が短くなることがあります。
考えられるあらゆるリスクを特定します。特に次の点を考慮してください。
• 大容量の負荷 (たとえば、力率補正機器) がオルタネーターの安定性に影響を及ぼし、極スリップの原因
となることがあります。

• 段階的なグリッド電圧の変化 (たとえば、タップ変更)。
オルタネーターの負荷が変化するリスクがある場合は、不足励磁保護による適切な保護機能を発電装置システ
ムに組み込んでください。
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77..1122 同同期期
警警告告

排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子へへのの暴暴露露
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子はは、、衝衝撃撃、、切切断断、、穿穿孔孔にによよりり重重傷傷ままたたはは死死亡亡のの原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。オオルルタタネネーー
タターーのの空空気気吸吸入入口口、、空空気気排排出出口口、、オオーーププンンシシャャフフトトエエンンドド((一一般般にに駆駆動動側側（（DDEE））とともも呼呼ばばれれるる)) のの周周辺辺でではは、、
機機械械的的なな駆駆動動にによよっっててゴゴミミやや粒粒子子ががああららゆゆるる方方向向 ((水水平平方方向向おおよよびび垂垂直直方方向向)) にに放放出出さされれるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口にに近近づづかかなないいよよううににししててくくだだささいい。。
•• 空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口のの近近くくにに操操作作部部をを置置かかなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーはは銘銘板板ののパパララメメーータターーをを超超ええるる範範囲囲でで運運転転ししなないいででくくだだささいい。。過過熱熱のの原原因因ににななりりまますす。。
•• オオルルタタネネーータターーにに過過剰剰なな負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
•• 過過度度のの振振動動をを示示すすオオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせなないいででくくだだささいい。。
•• 並並列列ののオオルルタタネネーータターーをを指指定定さされれたたパパララメメーータターーのの範範囲囲をを超超ええてて同同期期ささせせなないいででくくだだささいい。。

77..1122..11 オオルルタタネネーータターーのの並並列列運運転転ままたたはは同同期期化化

図図 2266.. オオルルタタネネーータターーのの並並列列運運転転ままたたはは同同期期化化
直交ドループ変流器 (ドループ CT) は、無効電流に比例する信号を提供します。AVR は励起を調整して循環
電流を低減し、各オルタネーターが無効負荷を共有できるようにします。工場で取り付けられたドループ CT は、
全負荷の力率 0 で 5% の電圧降下があらかじめ設定されています。ドループの調整については、付属のAVR
マニュアルを参照してください。
• 同期用のスイッチおよびブレーカー (CB1、CB2) は、動作時に "接点跳動 (チャタリング)" を起こさない
タイプを使用する必要があります。

• 同期用のスイッチおよびブレーカーはオルタネーターの連続的な全負荷運転電流に耐える定格のものを
使用する必要があります。

• スイッチ/ブレーカーは、同期時の厳しい閉成サイクルや、オルタネーターが同期せずに並列化された場
合に生じる電流に耐えられるものでなければなりません。

• 同期用スイッチおよびブレーカーのクロージング時間は同期装置の設定によってコントロールする必要が
あります。

• スイッチおよびブレーカーには、回路の短絡のような故障条件下でも動作できる能力が必要です。オルタ
ネーター　データシートを用意しています。

注注記記
故故障障レレベベルルはは送送電電線線網網やや商商用用電電源源かかららだだけけででななくく、、他他ののオオルルタタネネーータターーかかららのの寄寄与与もも含含むむここととががあありりまますす。。

同期の方法は自動同期またはチェック同期のいずれかを使用します。手動同期の使用はお勧めしません。同期
装置の設定は、オルタネーターが滑らかに接続されるように行います。オルタネーターが滑らかに接続されるた
めには、相順位が以下の表のパラメーターと一致する必要があります。
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表表 88.. 同同期期装装置置ののパパララメメーータターー

電電圧圧のの差差 ++//­­00..55%%

周周波波数数のの差差 0.1 Hz/sec

位位相相角角 +/­10o

CC//BB ククロローージジンンググ時時間間 50 ms

送電線網および商用電源と並列動作させるときの電圧差は +/­3% です。
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88 整整備備おおよよびびメメンンテテナナンンスス

88..11 推推奨奨整整備備ススケケジジュューールル
整備やメンテナンスを始める前に、「章章 22 ペペーージジ33」の「安全に関する注意事項」を参照してください。
コンポーネントの分解図と締め具の情報については、「章章 99 ペペーージジ7711」の部品 ID を参照してください。
推奨整備スケジュールでは、オルタネーターのサブシステムごとにグループ化された表の行に推奨整備作業が
示されています。表の列には、整備作業の種類、オルタネーターの稼働が必要かどうか、および整備レベルが示
されています。整備頻度は稼働時間または時間間隔のいずれか早い方で示されています。行が列と交差する
箇所のセルの印 (X) は、整備作業の種類と必要になる時点を示しています。アスタリスク (*) は必要な場合の
み行われる整備作業を示しています。
推奨サービススケジュールのすべてのサービスレベルは、STAMFORD® または AvK® カスタマー サービス
から直接購入できます。wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoommを参照してください。
1. オルタネーターの信頼性の高い動作およびオルタネーターに接触した人員の安全性には、適切な整備お
よび修理が必須です。

2. これらの整備作業の目的はオルタネーターの寿命を最大限にすることですが、メーカーの標準保証の期
間やその保証の義務を修正、延長または変更するものではありません。

3. 各整備間隔はあくまで指針であり、メーカーのガイドラインに従ってオルタネーターが設置され、動作して
いることを前提に策定されています。オルタネーターが悪環境や通常と異なる環境の条件下にある、また
は条件下で動作している場合、整備間隔の頻度を増やすことが必要な場合があります。整備間でオルタ
ネーターを継続的にモニタリングし、潜在的な故障モード、誤使用の兆候、または過剰な摩耗や裂傷を特
定することも必要です。
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88..11..11 オオルルタタネネーータターー整整備備ススケケジジュューールル
表表 99.. SS99 LLVV オオルルタタネネーータターー整整備備ススケケジジュューールル

シシ
スス
テテ
ムム

整整備備作作業業

オオ
ルル
タタ
ネネ
ーー
タタ
ーー
のの
運運
転転

種種類類 整整備備レレベベルル

XX == 必必須須
**== 必必要要なな場場合合 点点

検検

テテ
スス
トト

清清
掃掃

再再
充充
填填
//交交
換換

試試
運運
転転

試試
運運
転転
後後

25
0

25
0
時時
間間
//
0.
5
0.
5
年年

レレ
ベベ
ルル
11

1,
00
0

1,
00
0
時時
間間
//
11
年年

レレ
ベベ
ルル
22

10
,0
00

10
,0
00
時時
間間
//
22
年年

レレ
ベベ
ルル
33

30
,0
00

30
,0
00
時時
間間
//
55
年年

オ
ル
タ
ネ
ー
タ
ー

オルタネーターの定格 XX XX

台板の配置 XX XX

カップリングの配置 XX XX ** XX

環境条件および清浄度 XX XX XX XX XX XX

周囲温度 (内部および外
部) XX XX XX XX XX XX

機械全体 ­損傷した、緩
んだ部品および地絡接続 XX XX XX XX XX XX

ガード、スクリーン、警告お
よび安全ラベル XX XX XX XX XX XX

メンテナンスのアクセス XX XX

電気的公称動作条件およ
び励起 XX XX XX XX XX XX XX

振動 XX XX XX XX XX XX XX

巻
線

巻線の状態 XX XX XX XX XX XX

すべての巻線の絶縁抵抗 XX XX * ** XX XX

回転子、励磁機、および
PMG の絶縁抵抗 XX XX XX

温度センサー XX XX XX XX XX XX XX

温度センサーの顧客の設
定 XX XX

ベ
ア
リン
グ

ベアリングの状態 XX XX XX

グリース排出装置および
トラップ XX 33,,000000 ～～33,,550000 時時間間ごごとと、、ままたたはは 66 かか月月

ごごとと

グリース再注入式ベアリ
ングのグリース再注入
(C ～G コア長)

XX XX 33,,000000 ～～33,,550000 時時間間ごごとと、、ままたたはは 66 かか月月
ごごとと

グリース再注入式ベアリ
ングの交換 XX ** XX

温度センサー XX XX XX XX XX XX XX

温度センサーの顧客の設
定 XX XX
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シシ
スス
テテ
ムム

整整備備作作業業

オオ
ルル
タタ
ネネ
ーー
タタ
ーー
のの
運運
転転

種種類類 整整備備レレベベルル

XX == 必必須須
**== 必必要要なな場場合合 点点

検検

テテ
スス
トト

清清
掃掃

再再
充充
填填
//交交
換換

試試
運運
転転

試試
運運
転転
後後

25
0

25
0
時時
間間
//
0.
5
0.
5
年年

レレ
ベベ
ルル
11

1,
00
0

1,
00
0
時時
間間
//
11
年年

レレ
ベベ
ルル
22

10
,0
00

10
,0
00
時時
間間
//
22
年年

レレ
ベベ
ルル
33

30
,0
00

30
,0
00
時時
間間
//
55
年年

端
子
ボ
ッ
ク
ス すべてのオルタネーター/

顧客の接続およびケーブ
ル配線 XX XX XX XX XX XX

コ
ン
トロ
ー
ル
お
よ
び
補
助

AVR およびPFC の初期
セットアップ XX XX XX

AVR およびPFC の設定 XX XX XX XX XX XX

顧客の補助接続 XX XX XX XX XX

補助機能 XX XX XX XX XX XX

同期設定 XX XX

同期 XX XX XX XX XX XX XX

結露防止ヒーター XX ** XX

整
流
器

ダイオードおよびバリス
ター XX XX XX XX XX

ダイオードおよびバリス
ター XX XX

冷
却

エアインレット温度 XX XX XX XX XX XX XX

空気の流れ (レートおよび
方向) XX XX XX

ファンの状態 XX XX XX XX XX XX

エアフィルターの状態
(装着されている場合) XX XX XX XX XX XX

エアフィルター (装着さ
れている場合) XX XX ** ** **
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88..22 ベベアアリリンンググ
88..22..11 ははじじめめにに

注注記記
ベベアアリリンンググににググリリーーススをを過過剰剰にに充充填填ししなないいででくくだだささいい。。ベベアアリリンンググがが損損傷傷すするる可可能能性性ががあありりまますす。。
潤潤滑滑油油のの種種類類をを混混ぜぜなないいででくくだだささいい。。
異異ななるる潤潤滑滑油油をを取取りり扱扱うう際際ににはは、、手手袋袋をを変変ええててくくだだささいい。。
ベベアアリリンンググのの組組みみ立立ててはは、、糸糸くくずずのの出出なないい手手袋袋をを着着用用しし、、静静的的でで埃埃ののなないい状状態態でで行行っっててくくだだささいい。。
損損傷傷やや汚汚染染をを防防ぐぐたためめ、、取取りり外外ししたた部部品品やや工工具具はは静静電電気気ががななくく、、埃埃ののなないい状状態態でで保保管管ししててくくだだささいい。。
ベベアアリリンンググをを再再使使用用ししなないいででくくだだささいい。。ベベアアリリンンググはは、、ロローータターーシシャャフフトトかからら取取りり外外すすたためめにに必必要要なな軸軸方方向向のの力力
にによよっってて損損傷傷ししまますす。。
ベベアアリリンンググをを圧圧入入ししなないいででくくだだささいい。。ベベアアリリンンググボボーールルをを介介ししてて挿挿入入力力がが加加わわるるととベベアアリリンンググがが損損傷傷ししまますす。。
冷冷却却フファァンンのの羽羽根根にに押押しし当当てててて、、回回転転子子をを回回そそううととししなないいででくくだだささいい。。フファァンンがが損損傷傷ししまますす。。

オルタネーターの回転子は、非駆動側 (NDE) のベアリング、および駆動側 (DE) のベアリングまたは主駆動へ
のカップリングによって支えられています。
• 推奨整備スケジュールに従って、適切な量および種類のグリースでグリース注入式ベアリングをそれぞれ
滑らかにします。これらの情報は、グリースニップルに貼付されているラベルにも表示されています。

88..22..22 安安全全性性
危危険険

機機械械部部品品のの回回転転
機機械械部部品品のの回回転転下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまま
すす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーをを操操作作すするる前前にに:: オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機のの間間のの回回転転カカッッププリリンンググははガガーードドままたたははカカババーー
でで覆覆うう必必要要ががあありりまますす。。

•• ササーービビススややメメンンテテナナンンススのの作作業業をを行行うう前前、、ままたたはは回回転転部部品品かかららカカババーーをを取取りり外外すす前前にに:: 発発電電機機セセッットトをを
シシャャッットトダダウウンンししててすすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離しし、、蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを隔隔離離しし、、ロロッッククアアウウトト//タタググ
アアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししててくくだだささいい。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
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警警告告
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子へへのの暴暴露露
排排出出さされれたたゴゴミミやや粒粒子子はは、、衝衝撃撃、、切切断断、、穿穿孔孔にによよりり重重傷傷ままたたはは死死亡亡のの原原因因ととななるるここととががあありりまますす。。オオルルタタネネーー
タターーのの空空気気吸吸入入口口、、空空気気排排出出口口、、オオーーププンンシシャャフフトトエエンンドド((一一般般にに駆駆動動側側（（DDEE））とともも呼呼ばばれれるる)) のの周周辺辺でではは、、
機機械械的的なな駆駆動動にによよっっててゴゴミミやや粒粒子子ががああららゆゆるる方方向向 ((水水平平方方向向おおよよびび垂垂直直方方向向)) にに放放出出さされれるる可可能能性性ががあありりまま
すす。。人人身身事事故故やや死死亡亡事事故故をを防防ぐぐたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口にに近近づづかかなないいよよううににししててくくだだささいい。。
•• 空空気気吸吸入入口口やや空空気気排排出出口口のの近近くくにに操操作作部部をを置置かかなないいででくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーはは銘銘板板ののパパララメメーータターーをを超超ええるる範範囲囲でで運運転転ししなないいででくくだだささいい。。過過熱熱のの原原因因ににななりりまますす。。
•• オオルルタタネネーータターーにに過過剰剰なな負負荷荷ををかかけけなないいででくくだだささいい。。
•• 過過度度のの振振動動をを示示すすオオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせなないいででくくだだささいい。。
•• 並並列列ののオオルルタタネネーータターーをを指指定定さされれたたパパララメメーータターーのの範範囲囲をを超超ええてて同同期期ささせせなないいででくくだだささいい。。

注注意意
危危険険有有害害性性物物質質
危危険険物物質質はは軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。有有害害物物質質にに長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝
露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 製製品品メメーーカカーーがが提提供供すするる指指示示をを必必ずず読読んんででにに従従っっててくくだだささいい。。
•• 製製品品メメーーカカーーのの指指定定にに従従っってて物物質質をを使使用用、、取取りり扱扱いい、、保保管管ししててくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照))。。

88..22..33 ググリリーースス注注入入式式ベベアアリリンンググ
88..22..33..11 要要件件

表表 1100.. ググリリーースス再再注注入入:: 機機器器要要件件

要要件件 説説明明

個個人人保保護護具具 ((PPPPEE)) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従っ
て、適切な保護具を着用してください。

消消耗耗品品 • 毛羽立ちのない清掃布
• 薄い使い捨て手袋

部部品品 • CGT 推奨グリース

ツツーールル • グリースガン(体積または質量に対して校正)

88..22..33..22 ググリリーースス再再注注入入方方法法
表表 1111.. ググリリーースス再再注注入入:: ググリリーーススのの量量

ベベアアリリンンググタタイイププ
推推奨奨さされれるるググリリーーススのの量量

体体積積 ((ccmm33)) 質質量量 ((gg))

駆駆動動側側 ((SS99LLVV ココアア長長 CC && DD)) 126 121

駆駆動動側側 ((SS99LLVV ココアア長長 EE、、FF)) 180 173

駆駆動動側側 ((SS99LLVV ココアア長長 GG)) 94 90
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ベベアアリリンンググタタイイププ
推推奨奨さされれるるググリリーーススのの量量

体体積積 ((ccmm33)) 質質量量 ((gg))

駆駆動動側側 ((SS99LLVV ココアア長長 CC、、DD、、EE、、FF)) 157 151

非非駆駆動動側側 ((SS99LLVV ココアア長長 GG)) 97 93

1. 各ベアリングについて、グリースニップル、グリース再注入ラベルおよびベアリングの種類を特定します。
2. 新しいグリースが汚れていないことを確認します。全体的にグリースが均一に白みがかり、硬粘度である必
要があります。

3. グリースガンノズルおよびグリースニップルを清掃します。
4. グリース排出装置を清掃します。
5. エアフィルターが装着されている場合は、オルタネーターを停止した状態で NDE カバーおよびエアフィ
ルターを取り外し、排出済みのグリース トラップを清掃します。その後、エア フィルターを交換し、NDE カ
バーを再度取り付けます。

6. オルタネーターを運転状態にして、グリース ガンをグリース ニップルに取り付け、適量のグリースを追加し
ます。

7. オルタネーターを無負荷状態で60 分間運転します。
8. グリーストラップを外し、グリース排出装置を清掃して再装着します。
9. 排出口から排出されたグリースの色および粘度を点検し、新しいグリース (白みがかったベージュで硬粘
度) と比較します。

10. 排出されたグリースが激しく変色または排出されたグリースがない場合は、ベアリングを交換します。

注注記記
排排出出ググリリーースストトララッッププががああふふれれるるとと、、固固定定子子やや回回転転子子のの巻巻線線がが汚汚れれまますす。。ググリリーーススのの再再注注入入時時ににはは必必ずずトトララッッ
ププをを空空ににししててくくだだささいい。。

図図 2277.. ググリリーースストトララッッププSS99



­

5533A073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

88..33 ココンントトロローールル
88..33..11 ははじじめめにに

運転中のオルタネーターは制御部品にとって過酷な環境です。熱および振動は、電気的接続が緩んだりケーブ
ルに障害が発生したりする原因になることがあります。 日常的に点検およびテストを実施すると、突発的な停止
時間を招く障害に発展する問題を未然に特定できます。

88..33..22 安安全全性性
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

警警告告
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびびシシスステテムム保保護護
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびび//ままたたははシシスステテムム保保護護はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、作作業業員員はは次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 関関連連すするる、、該該当当すするる、、承承認認さされれたたトトレレーーニニンンググをを完完了了ししてていいるるこことと。。
•• 機機器器ににつついいてて知知りり、、タタススククとと手手順順をを理理解解すするる。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを知知るる。。
•• 現現場場//場場所所特特有有のの緊緊急急手手順順とと適適用用さされれるる法法律律とと規規制制をを理理解解しし、、遵遵守守すするる。。
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88..33..33 接接続続テテスストト要要件件
表表 1122.. 接接続続テテスストト要要件件

要要件件 説説明明

個個人人保保護護具具 ((PPPPEE)) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従っ
て、適切な保護具を着用してください。

消消耗耗品品 • なし

部部品品 • なし

ツツーールル • 絶縁テストメーター
• マルチメーター
• トルクレンチ

88..33..44 点点検検おおよよびびテテスストト
1. 端子ボックスの蓋を取り外します。
2. ロードケーブルを固定している締め具がしっかり固定されていることを確認します。
3. ケーブルが端子ボックス グランドにしっかりクランピングされていることを確認し、防振マウント上のオルタ
ネーターが±25 mm 動けるようにします。

4. すべてのケーブルが端子ボックス内で固定されており、応力がかかっていないことを確認します。
5. 絶縁体の損耗やワイヤー スタンドの破損など、振動によって生じた破損の兆候がないかどうか、すべての
ケーブルを確認します。

6. すべての AVR アクセサリおよび変流器が適切に装着されており、ケーブルが変流器の中央を通っている
ことを確認します。

7. 結露防止ヒーターが装着されている場合
a. 電源を絶縁し、ヒーター部品の電気抵抗を測定します。開回路の場合は、ヒーター部品を交換しま
す。

b. ヒーターのリード線の両端を接続します。
c. 巻線とアース間に試験電圧をかけます。
d. 1 分後 (IR 1min) 、絶縁抵抗を測定します。
e. 電圧を解除します。
f. 測定した絶縁抵抗が最小許容値を下回る場合は、ヒーター部品を交換します。値については、 表表
1133 ペペーージジ5555 を参照してください。

8. 結露防止ヒーターへの電源電圧をテストします (装着されている場合)。オルタネーターが停止したときに、
ヒーターの各部品が 100 VAC ～ 277 VAC であることが必要です。ヒーターの接続については、配線
図を参照してください。

9. 端子ボックス内の AVR および AVR アクセサリがきれいであり、防振マウントにしっかり装着されており、
ケーブル コネクターが端子にしっかり取り付けられていることを確認します。AVR および AVR アクセサリ
には、その他の定期メンテナンスは必要ありません。

10. 並列運転の場合は、同期装置にオルタネーター周波数信号ケーブルがしっかり接続されていることを確
認します。

11. 端子ボックスの蓋を再度取り付けます。
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表表 1133.. 新新規規おおよよびび使使用用中中のの結結露露防防止止ヒヒーータターーにに対対すするる試試験験電電圧圧とと最最小小許許容容絶絶縁縁抵抵抗抗

試試験験電電圧圧 ((VV))
11 分分間間のの最最小小絶絶縁縁抵抵抗抗

((MMΩΩ))

新新規規 使使用用中中

結結露露防防止止ヒヒーータターー 500 10 1

88..44 冷冷却却シシスステテムム
88..44..11 ははじじめめにに

オルタネーターは、EU 指令および英国の法定文書を支持する規格に適合するように設計されており、巻線絶縁
における動作温度の影響に対して定格が決められています。
『BBSS EENN 6600008855 ((≡≡ IIEECC 6600008855)) 電電気気絶絶縁縁 ­­熱熱的的評評価価及及びび記記号号表表示示』は、合理的な設計および寿命に対す
る動作温度の上限によって絶縁性能を分類するものです。熱的設計寿命を考慮するにあたって、絶縁系統の部
品の熱的条件とその組み合わせは、主に系にかかる熱応力のレベルに影響されます。その他、機械的、電気的、
環境的ストレスなどの要因やその組み合わせによって経時劣化が引き起こされる場合がありますが、それらは
絶縁系統の熱劣化を考慮すると二次的なものと見なされます。
動作環境が銘板に記載された値と異なる場合は、定格出力が次の条件に応じたそれぞれの比率によって減少
します。
• 冷却ファンに流れ込む周囲の空気の温度が 40 ～ 60°C の範囲ではクラスH の利用に対して5°C ごと
に3%

• 冷却ファンに流れ込む周囲の空気の温度が 40 ～ 60°C の範囲ではクラス F の利用に対して5°C ごと
に3.5%

• 冷却ファンに流れ込む周囲の空気の温度が 40 ～ 60°C の範囲ではクラスB の利用に対して5°C ごと
に4.5%

• 1,000 ～ 4,000 m**の標高については空気密度の希薄化に伴う熱容量の低下により500 m 上昇する
ごとに3%

• さらに空気の流れが制限されるためエアフィルターを装着する場合は 5% ずつ

注注記記
上上のの値値はは、、環環境境条条件件にによよりり累累積積ししまますす。。

冷却の効率は、冷却ファン、エアフィルター、およびガスケットの条件によって異なります。
** 高い標高で動作させることによる悪影響を最小限にし、通常の予測稼働年数を維持するためには、中電圧お
よび高電圧オルタネーターの絶縁系統に以下の変更を加える必要があります。変化は、特定のオルタネーター
の設計とパッシェン曲線に従って計算されます。
• 標高 1,500 m まで: 絶縁系統の変更は必要ありません
• 標高 1,500 ～ 3,000 m: 高地動作要件に適合するように絶縁系統の設計を変更する必要があります。
最大システム電圧 (Un) の設計を11 kV までにします。この設計のアップグレードは工場での製造時に
限られます。

• 標高 3,000 ～ 4,000 m: 高地動作要件に適合するように絶縁系統の設計を変更する必要があります。
最大システム電圧 (Un) の設計を6.6 kV までにします。この設計のアップグレードは工場での製造時に
限られます。

注注記記
注注記記:: 公公称称設設計計電電圧圧がが 11..11 kkVV をを上上回回るるオオルルタタネネーータターーのの場場合合、、海海抜抜 11,,000000 mm をを超超ええるる標標高高のの動動作作条条件件にに
合合わわせせたた絶絶縁縁系系統統のの変変更更にによよるる熱熱的的なな出出力力低低下下をを、、標標準準のの出出力力低低下下要要因因にに基基づづいいてて仮仮定定すするるここととははででききまま
せせんん。。絶絶縁縁系系統統のの伝伝熱熱性性能能のの向向上上をを許許可可すするるににはは特特別別なな留留意意事事項項がが要要求求さされれるるたためめ、、CCuummmmiinnss
GGeenneerraattoorr TTeecchhnnoollooggiieess のの助助言言をを得得るる必必要要ががあありりまますす。。
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88..44..22 安安全全性性
危危険険

機機械械部部品品のの回回転転
機機械械部部品品のの回回転転下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまま
すす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーをを操操作作すするる前前にに:: オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機のの間間のの回回転転カカッッププリリンンググははガガーードドままたたははカカババーー
でで覆覆うう必必要要ががあありりまますす。。

•• ササーービビススややメメンンテテナナンンススのの作作業業をを行行うう前前、、ままたたはは回回転転部部品品かかららカカババーーをを取取りり外外すす前前にに:: 発発電電機機セセッットトをを
シシャャッットトダダウウンンししててすすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離しし、、蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを隔隔離離しし、、ロロッッククアアウウトト//タタググ
アアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししててくくだだささいい。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

注注意意
粉粉塵塵//浮浮遊遊粉粉塵塵//煙煙
粉粉塵塵ややそそのの他他のの浮浮遊遊粒粒子子やや煙煙霧霧はは、、肺肺やや目目をを刺刺激激ししてて軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありり
まますす。。長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 機機械械的的なな真真空空抽抽出出をを使使用用ししてて、、粉粉塵塵やや浮浮遊遊粒粒子子ままたたはは煙煙をを除除去去ししててくくだだささいい。。
•• 周周囲囲をを十十分分にに換換気気ししててくくだだささいい。。
•• 常常にに適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照ししててくくだだささいい。。

注注記記
ドドラライイババななどどをを冷冷却却フファァンンのの羽羽根根にに押押しし当当てててて、、オオルルタタネネーータターーのの回回転転子子をを回回そそううととししなないいででくくだだささいい。。冷冷却却
フファァンンははそそののよよううなな力力にに耐耐ええらられれるるよよううにに設設計計さされれてていいなないいたためめ、、損損傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注記記
フフィィルルタターーはは、、ほほここりりをを取取りり除除くくよよううにに設設計計さされれてておおりり、、湿湿気気をを取取りり除除くくここととははででききまませせんん。。フフィィルルタターー部部品品がが湿湿っっ
てていいるるとと、、エエアアフフロローーのの低低下下やや過過熱熱のの原原因因ににななりりまますす。。フフィィルルタターーのの部部品品はは湿湿ららせせなないいででくくだだささいい。。



­

5577A073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

88..44..33 冷冷却却シシスステテムムののテテスストト要要件件
表表 1144.. 冷冷却却シシスステテムムののテテスストト要要件件

要要件件 説説明明

個個人人保保護護具具 ((PPPPEE)) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従っ
て、適切な保護具を着用してください。

消消耗耗品品 • 毛羽立ちのない清掃布
• 薄い使い捨て手袋

部部品品 • エアフィルター (装着する場合)
• エアフィルターシーリングガスケット(装着す
る場合)

ツツーールル • なし

88..44..44 点点検検おおよよびび清清掃掃
1. ファンに、損傷した羽根や亀裂がないかどうか点検します。
2. フレームからエアフィルターを(装着されている場合、ファンおよび端子ボックスにある) 取り外します。
3. エアフィルターとガスケットを洗って乾かし、汚染物質の粒子を取り除きます。
4. フィルターおよびガスケットに損傷がないかどうか点検し、必要に応じて交換します。
5. フィルターおよびガスケットを取り付けます。
6. 発電装置の運転を再開します。
7. エアインレットおよびアウトレットを塞がないようにしてください。

88..55 カカッッププリリンンググ
88..55..11 ははじじめめにに

運転の効率化と部品の長寿命化は、オルタネーターの機械的応力を最小限にできるかにかかっています。発電
装置で連結を行うと、アラインメント不良および主駆動エンジンとの振動の相互作用により、機械的応力が発生
する可能性があります。
オルタネーターの回転子とエンジンアウトプットシャフトの回転軸は、同軸 (放射状アライメントおよび角度アラ
イメント) である必要があります。
ねじり振動は、制御されない場合、内燃機関の軸駆動系の損傷を引き起こす可能性があります。発電装置メー
カーは、オルタネーターに対するねじり振動の影響を評価する責任があります。回転子の寸法と慣性、および連
結器の詳細は、ご要望により入手可能です。

88..55..22 安安全全性性
注注記記

ドドラライイババななどどをを冷冷却却フファァンンのの羽羽根根にに押押しし当当てててて、、オオルルタタネネーータターーのの回回転転子子をを回回そそううととししなないいででくくだだささいい。。冷冷却却フファァ
ンンははそそののよよううなな力力にに耐耐ええらられれるるよよううにに設設計計さされれてていいなないいたためめ、、損損傷傷ししまますす。。
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警警告告
オオルルタタネネーータターーのの連連結結
連連結結時時にに機機械械部部品品をを移移動動すするるとと、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我のの原原因因ににななりりまますす。。オオルルタタ
ネネーータターーをを原原動動機機にに連連結結すするるとときき、、ままたたはは大大ききなな部部品品をを取取りり付付けけるるととききはは、、人人身身事事故故をを防防ぐぐたためめにに次次ののここととをを
行行っっててくくだだささいい。。
•• 作作業業員員はは、、連連結結おおよよびび//ままたたはは取取りり付付けけ作作業業中中、、手手足足やや体体のの一一部部をを連連結結面面かからら遠遠ざざけけななけけれればばななりりまませせ
んん。。

図図 2288.. レレババーーででオオルルタタネネーータターーのの回回転転子子をを回回転転ししなないいででくくだだささいい。。

88..55..33 カカッッププリリンンググテテスストトのの要要件件
表表 1155.. カカッッププリリンンググテテスストトのの要要件件

要要件件 説説明明

個個人人保保護護具具 ((PPPPEE)) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従っ
て、適切な保護具を着用してください。

消消耗耗品品 • なし

部部品品 • なし

ツツーールル • ダイヤルゲージ
• トルクレンチ

88..55..44 取取りり付付けけポポイインントトのの点点検検
1. 発電機設定ベッドプレートと取り付けパッドの状態が良好で、割れていないことを確認します。
2. 耐震マウントのゴムが磨滅していないことを確認します。
3. 振動監視履歴記録で振動の増加傾向を確認します。

88..55..44..11 11 ベベアアリリンンググカカッッププリリンンググ方方式式
1. DE アダプタスクリーンとカバーを取り外し、カップリングにアクセスします。
2. カップリング ディスクに損傷、亀裂、歪みがないこと、カップリング ディスク穴が引き伸ばされていないこと
を確認します。何らかの損傷が見られる場合は、ディスクのセット全体を交換します。

3. カップリングディスクをエンジンフライホイールに固定しているボルトの締め付けを点検します。「設置」の
章に示されたオルタネーターカップリングの手順に従い、エンジンメーカーが推奨するトルクまでボルトを
締め付けます。

4. DE アダプタスクリーンと防滴カバーを交換します。
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88..66 整整流流器器シシスステテムム
88..66..11 ははじじめめにに

整流器は励磁機回転子巻線に導電された交流電流 (AC) を直流電流 (DC) に変換し、主回転子極を励磁しま
す。整流器は 2 つの半円の環状のプラス板およびマイナス板で構成されており、それぞれの板には 3 つのダイ
オードがあります。主回転子に接続するだけでなく、整流器の DC 出力はバリスター (板の各端に 1 つ)、および
2 ペアの抵抗 (励磁機回転子の穴に装着) にも接続します。これらの追加部品はオルタネーターのさまざまな負
荷条件下で回転子に存在する可能性がある電圧スパイクやサージ電圧から整流器を保護します。
ダイオードにより1 方向の電流にのみ低抵抗が提供されます。プラス電流はアノードからカソード、またマイナス
電流から見た場合は逆の方向、つまりカソードからアノードに流れます。
励磁機回転子巻線は、プラス板を形成するために 3 つのダイオードアノードに、またマイナス板を形成するため
に 3 つのダイオードカソードに接続され、AC からDC への完全な波形整流を実現します。整流器は、非駆動
側 (NDE) の励磁機回転子にマウントされ、励磁機回転子を使用して回転します。

88..66..22 安安全全性性
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。

危危険険
機機械械部部品品のの回回転転
機機械械部部品品のの回回転転下下はは、、そそのの衝衝撃撃、、破破砕砕、、断断裂裂、、トトララッッピピンンググななどどにによよりり、、重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまま
すす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーをを操操作作すするる前前にに:: オオルルタタネネーータターーとと原原動動機機のの間間のの回回転転カカッッププリリンンググははガガーードドままたたははカカババーー
でで覆覆うう必必要要ががあありりまますす。。

•• ササーービビススややメメンンテテナナンンススのの作作業業をを行行うう前前、、ままたたはは回回転転部部品品かかららカカババーーをを取取りり外外すす前前にに:: 発発電電機機セセッットトをを
シシャャッットトダダウウンンししててすすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離しし、、蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを隔隔離離しし、、ロロッッククアアウウトト//タタググ
アアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししててくくだだささいい。。

警警告告
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびびシシスステテムム保保護護
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびび//ままたたははシシスステテムム保保護護はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、作作業業員員はは次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 関関連連すするる、、該該当当すするる、、承承認認さされれたたトトレレーーニニンンググをを完完了了ししてていいるるこことと。。
•• 機機器器ににつついいてて知知りり、、タタススククとと手手順順をを理理解解すするる。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを知知るる。。
•• 現現場場//場場所所特特有有のの緊緊急急手手順順とと適適用用さされれるる法法律律とと規規制制をを理理解解しし、、遵遵守守すするる。。
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88..66..33 要要件件
表表 1166.. 整整流流器器シシスステテムム:: ココンンポポーーネネンントト要要件件ののテテスストトおおよよびび交交換換

個人用保護具 (PPE ) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従って、適切な保護具を着
用してください。

消耗品 • Dow Corning シリコンヒートシンク化合物タイプ340 または同
等品

• Duralco 4461N Amber 耐電エポキシ [部品: 030­02668] 抵抗
器が装着されている場合。

• Vidaflex 942 アクリル 3 mm スリーブ付き[部品: 030­01548]
抵抗器が装着されている場合。

• Vidaflex 942 アクリル 5 mm スリーブ付き[部品: 030­01550]
抵抗器が装着されている場合。

• Sumitube B2 ポリオレフィン熱収縮 9.5 mm チューブ [部品:
030­04179] 抵抗器が装着されている場合。

部品 • アノードリードダイオードx 3、カソードリードダイオードx 3 のキッ
ト(すべて同一メーカー製)

• 金属酸化物バリスター x 2 (同一タイプ、同一メーカー、同一電圧グ
レード: A、B、C、D、E、F) のキット

• スナバ抵抗 x 4 (同一タイプ、同一メーカー) のキット装着されてい
る場合。

ツール • マルチメーター
• 絶縁テスター
• トルクレンチ
• 抵抗取り外しツール抵抗器が装着されている場合。
• ハンマー抵抗器が装着されている場合。
• 丸やすり抵抗器が装着されている場合。

88..66..44 抵抵抗抗ののテテスストトおおよよびび交交換換 ((装装着着さされれてていいるる場場合合))
1. 4 つの抵抗すべての目視できる先端を点検します。
2. 変色または過熱の兆候がある場合、抵抗器に欠陥があります。
3. 各ペアの一方の抵抗から締め具を取り外して、回路を遮断します。締め具とワッシャーを保管します。
4. デジタルマルチメーターのオーム範囲を使用して、両方の抵抗ペアの合計抵抗を測定します。
5. 抵抗ペアの合計抵抗が 160 Ω ±10% の範囲を超えていれば、抵抗は故障しています。
6. 抵抗が故障している場合は、4 つの抵抗をすべて交換します。

a. 既存の抵抗から締め具を取り外します。
b. 6 本の励磁機回転子の巻線リードにラベルを付け、絶縁端子ポストから取り外します。
c. 2 本の主回転子巻線のリードにラベルを付け、整流器板の端子から取り外します。
d. 両方のバリスターからリードを取り外して、整流器板を個別に取り外せるようにします。
e. 整流器板の回転位置を確認します。5 mm 六角キーを使用して、4 個の M6 x 120 の締め具と両
方のプレート(ダイオードで終端) を励磁機回転子から取り外します。

f. 両方の抵抗ペアの底部を接続しているリードを切断します。
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g. 各抵抗を取り外します。
i. 抵抗は、取り外しの間に分解することがあります。セラミックの断片をすべて収集できるように、
カバーと真空抽出器を配置します。

ii. NDE 側で円筒の取り外しツールを、スレッドの付いた端子と抵抗のセラミック部分にまっすぐ
に合わせます。

iii. ツールの自由端をハンマーで強めに叩いて接着シールを剥がし、抵抗を駆動側に向けて穴か
ら取り出します。

h. 丸やすりを使用して回転子コアの穴から樹脂を取り除きます。毛羽立ちのない布でふき取ります。
i. きれいになった個 の々穴に交換用抵抗を緩く取り付け、樹脂がすべて除去されていることを確認しま
す。

j. 2 gm のエポキシ樹脂を塗布し、交換用抵抗を回転子コアの穴に差し込み、スレッド ポストを整流
器板の位置に合わせます。抵抗を回転してエポキシ樹脂を均等にコーティングします。抵抗の底部
がコアから3 mm 突き出すように位置を決めます。

k. 残りの 3 つの交換用抵抗にも同じ作業を繰り返します。
l. エポキシ樹脂が硬化するのを待ちます。
m. 各抵抗のM6 スレッドポストにナット、スプリング、およびフラットワッシャーを取り付けます。
n. 完全な整流器アセンブリを励磁機回転子に再度取り付けます。
o. スレッド固定剤を塗布し、各抵抗の M6 スレッドポストにフラットワッシャー、およびStover ナットを
取り付けます。整流器板と確実に電気的接続が確保されていることを確認します。

p. 抵抗リードの仕上げと取り付けについては、以下の画像と手順を参照してください。

表表 1177.. 抵抵抗抗リリーードド線線のの接接続続

q. 3 ×30 mm Vidaflex 942 の付いた各抵抗のリードをスリーブで接続します。
r. 5 ×70 mm Vidaflex 942 および 9.5 ×100 mm 熱収縮チューブ (030­04179) の付いた 2
本の抵抗リード(整流器板で電気的に接続されている) をスリーブで接続します。

s. 図に示すように、クリンプ フェルール (003­09103) で残りの抵抗リード (別の整流器板に電気的
に接続されている) を接続します。

t. 5 x 70 mm Vidaflex 942 および 9.5 x 100 mm 熱収縮チューブをフェルール上にスライドさ
せ、加熱してチューブを収縮させます。
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u. 7 本の熱安定化ケーブル タイ (052­45017) を使用して、両方のリードアセンブリを励磁機ロー
ター巻線の内側に固定します。ケーブルタイのヘッドを内部に入れます。

7. 両方のバリスターを整合ペア (同一タイプ、同一メーカー、および同一電圧グレード: A、B、C、D、E、F) と
交換します (以下を参照してください)。

8. すべてのダイオードを交換します (以下を参照してください)。
9. 再度接続し、すべてのリード線がしっかりと接続されており、ワッシャーが取り付けられており、締め具がしっ
かり固定されていることを確認します。

88..66..55 ババリリススタターーののテテスストトおおよよびび交交換換
1. 両方のバリスターを点検します。
2. 過熱 (変色、気泡、融解) または崩壊の兆候がある場合は、バリスターを故障として記録します。バリスター
本体とコネクターに緩みがないか点検します。

3. バリスターのリード線を外します。
4. 保守可能なバリスターは、マルチメータ(オーム (Ω) 範囲で設定) を使用して両方向の開回路を読み取り
ます。バリスターに欠陥があると、両方向に短絡が発生したり、物理的に損傷したりする可能性があります。

5. いずれかのバリスターが故障している場合は、両方のバリスターを整合ペア (同一タイプ、同一メーカー、
および同一電圧グレード: A、B、C、D、E、F) と交換し、すべてのダイオードを交換します。

6. 再度接続し、すべてのリード線がしっかりと接続されており、ワッシャーが取り付けられており、締め具がしっ
かり固定されていることを確認します。

88..66..66 ダダイイオオーードドののテテスストトとと交交換換
注注記記

規規定定ののトトルルクク以以上上ででダダイイオオーードドをを締締めめ付付けけなないいででくくだだささいい。。ダダイイオオーードドがが損損傷傷ししまますす。。

1. 絶縁端子ポストで巻線に結合している 1 つのダイオードのリード線を取り外します。締め具とワッシャーを
保管します。

2. マルチメーターのダイオード試験機能を使用して、順方向のダイオード間の電圧降下を測定します。
3. 絶縁テスターの 1,000 VDC 試験電圧を使用して、逆方向のダイオード間の抵抗を測定します。
4. ダイオードは，順方向の電圧降下が DC 0.3～0.9 V の範囲外、または逆方向の抵抗値が 20 MΩ 以下
の場合に異常となります。

5. 残りの 5 つのダイオードについて、テストを繰り返します。
6. ダイオードが故障している場合は、6 つのダイオードのフルセット(同一タイプ、同一メーカー) を交換しま
す。
a. ダイオードを取り外します。
b. スレッドではなく、交換するダイオードのベースにののみみ少量のヒートシンク化合物を注入します。
c. ダイオードの極性を確認します。
d. 交換するそれぞれのダイオードを整流器板のスレッドホールにねじ込みます。
e. 2.6～3.1 Nm (23～27.4 in­lb) のトルクを加え、機械的、電気的、熱的に良好な接触が得られるよ
うにします。

f. 両方のバリスターを整合ペア (同一タイプ、同一メーカー、および同一電圧グレード: A、B、C、D、E、
F) と交換します。

7. 再度接続し、すべてのリード線がしっかりと接続されており、ワッシャーが取り付けられており、締め具がしっ
かり固定されていることを確認します。
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88..77 温温度度セセンンササーー
88..77..11 ははじじめめにに

オルタネーターは、EU 安全指令および推奨される動作温度を支持する基準に適合するように設計されていま
す温度センサー (装着されている場合) は、主固定子巻線およびベアリングに異常な過熱を検出します。セン
サーは抵抗温度検出器 (RTD) タイプで、3 本の電線が補助端子箱の端子台で終端されています。Platinum
(PT100) RTD センサーの抵抗は、温度とともに線形に上昇します。

表表 1188.. 4400 ～～118800 °°CC のの範範囲囲のの PPTT110000 セセンンササーーのの抵抵抗抗 ((ΩΩ))

温温度度
((°°CC)) ++11 °°CC ++ 22 °°CC ++33 °°CC ++ 44 °°CC ++ 55 °°CC ++ 66 °°CC ++ 77 °°CC ++ 88 °°CC ++ 99 °°CC

4400..0000 115.54 115.93 116.31 116.70 117.08 117.47 117.86 118.24 118.63 119.01

5500..0000 119.40 119.78 120.17 120.55 120.94 121.32 121.71 122.09 122.47 122.86

6600..0000 123.24 123.63 124.01 124.39 124.78 125.16 125.54 125.93 126.31 126.69

7700..0000 127.08 127.46 127.84 128.22 128.61 128.99 129.37 129.75 130.13 130.52

8800..0000 130.90 131.28 131.66 132.04 132.42 132.80 133.18 133.57 133.95 134.33

9900..0000 134.71 135.09 135.47 135.85 136.23 136.61 136.99 137.37 137.75 138.13

110000..0000 138.51 138.85 139.26 139.64 140.02 140.40 140.78 141.16 141.54 141.91

111100..0000 142.29 142.67 143.05 143.43 143.80 144.18 144.56 144.94 145.31 145.69

112200..0000 146.07 146.44 146.82 147.20 147.57 147.95 148.33 148.70 149.08 149.46

113300..0000 149.83 150.21 150.58 150.96 151.33 151.71 152.08 152.46 152.83 153.21

114400..0000 153.58 153.96 154.33 154.71 155.085155.46 155.83 156.20 156.58 156.95

115500..0000 157.33 157.70 158.07 158.45 158.82 159.19 159.56 159.94 160.31 160.68

116600..0000 161.05 161.4 161.80 162.17 162.54 162.91 163.29 163.66 164.03 164.40

117700..0000 164.77 165.14 165.51 165.89 166.26 166.63 167.0 167.37 167.74 168.11

118800..0000 168.48 該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

該当な
し

顧客が用意した外部機器を接続して、センサーのモニター、アラームを促す信号の生成、および発電装置の
シャットダウンを行うことができます。
『BBSS EENN 6600008855 ((≡≡ IIEECC 6600008855)) 電電気気絶絶縁縁 ­­熱熱的的評評価価及及びび記記号号表表示示』は、合理的な寿命に対する動作温度
の上限によって巻線の絶縁を分類するものです。巻線への損傷を防止するために、オルタネーターの銘板に記
載された絶縁区分に応じて信号を設定する必要があります。
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表表 1199.. 巻巻線線ののアアララーームムととシシャャッットトダダウウンンのの温温度度設設定定

巻巻線線のの絶絶縁縁 最最大大連連続続温温度度 ((°°CC)) アアララーームム温温度度 ((°°CC)) シシャャッットトダダウウンン温温度度 ((°°CC))

ククララススBB 130 120 140

ククララススFF 155 145 165

ククララススHH 180 170 190

ベアリングの過熱を検出するために、下表に従って制御信号を設定する必要があります。

表表 2200.. ベベアアリリンンググののアアララーームムととシシャャッットトダダウウンンのの温温度度設設定定

ベベアアリリンンググ アアララーームム温温度度 ((°°CC)) シシャャッットトダダウウンン((°°CC))

駆駆動動側側ベベアアリリンンググ 45 + 上限周囲温度 50 + 上限周囲温度

非非駆駆動動側側ベベアアリリンンググ 40 + 上限周囲温度 45 + 上限周囲温度

88..77..22 安安全全性性
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。

警警告告
高高温温部部とと火火災災
高高温温部部にに触触れれるるとと、、火火傷傷にによよるる重重傷傷やや死死亡亡のの原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。高高温温部部にに可可燃燃性性ののももののがが接接触触すするる
とと、、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。怪怪我我、、死死亡亡、、火火災災のの危危険険をを防防ぐぐたためめにに::
•• 高高温温部部にに触触れれなないいででくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」をを参参照照))。。のの章章
•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質がが結結露露防防止止ヒヒーータターー ((取取りり付付けけらられれてていいるる場場合合)) のの近近くくにに保保管管さされれたたりり、、結結露露
防防止止ヒヒーータターーにに接接触触ししたたりりししなないいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

•• 可可燃燃性性物物質質やや引引火火性性物物質質ががオオルルタタネネーータターーやや原原動動機機 ((該該当当すするる場場合合はは換換気気おおよよびび排排気気シシスステテムムをを含含
むむ)) のの近近くくにに保保管管さされれてていいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

88..77..33 RRTTDD 温温度度セセンンササーーののテテスストト
1. 補助端子ボックスの蓋を取り外します。
2. 端子群のセンサーリード線、および各センサーの装着場所を確認します。
3. 1 つのセンサーの白線と赤線の間の抵抗を測定します。
4. 測定された抵抗からセンサー温度を計算します。
5. 計算された温度と外部監視装置 (利用可能な場合) によって示された温度を比較します。
6. アラームおよびシャットダウン信号設定 (利用可能な場合) を推奨設定と比較します。
7. センサーごとに手順 3 ～7 を繰り返します。
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8. 補助端子ボックスの蓋を再度取り付けます。
9. 故障したセンサーを交換します。
10. 注: 主固定子 RTD は交換できません。ベアリングRTDは交換可能です。

88..88 巻巻線線
88..88..11 ははじじめめにに

注注記記
ここれれららのの試試験験をを実実施施すするる前前にに、、制制御御配配線線おおよよびびおお客客様様のの負負荷荷リリーードドををすすべべててオオルルタタネネーータターーのの巻巻線線接接続続かからら取取
りり外外ししまますす。。

注注記記
自自動動電電圧圧調調整整装装置置 ((AAVVRR)) ににはは、、絶絶縁縁抵抵抗抗試試験験中中にに印印可可さされれるる高高電電圧圧にによよっってて損損傷傷をを受受けけるる可可能能性性ががああるる
電電子子部部品品がが含含ままれれてていいまますす。。AAVVRR はは、、絶絶縁縁抵抵抗抗試試験験をを実実行行すするる前前にに取取りり外外すす必必要要ががあありりまますす。。温温度度セセンン
ササーーはは、、絶絶縁縁抵抵抗抗試試験験をを実実行行すするる前前にに接接地地すするる必必要要ががあありりまますす。。
湿湿っってていいるるままたたはは汚汚れれてていいるる巻巻線線はは電電気気抵抵抗抗がが小小ささくくななるるたためめ、、高高電電圧圧ででのの絶絶縁縁抵抵抗抗試試験験にによよりり損損傷傷をを受受けけ
るる可可能能性性ががあありりまますす。。確確信信がが持持ててなないい場場合合はは、、最最初初にに低低電電圧圧 ((550000 VV)) でで抵抵抗抗ををテテスストトししててくくだだささいい。。

オルタネーターの性能は、巻線の電気絶縁が良好かどうかに依存します。電気的、機械的、熱的な応力、および
化学的、環境的な汚れがあると、絶縁が低下します。各種診断テストでは、絶縁した巻線に試験電圧を充電また
は放電し、電流を測定し、オームの法則によって電気抵抗を計算することにより、絶縁の状態を確認することがで
きます。
DC 試験電圧を始めてかけると、次のような電流が生じます。
• 容容量量性性電電流流:: 巻線を試験電圧まで充電します (数秒後にゼロに減衰します)。
• 分分極極電電流流:: 絶縁分子を印加電界に配置します (10 秒後にゼロ近くまで減衰します)。
• リリーークク電電流流:: 湿度と汚れが原因で絶縁抵抗が低下する地絡に放電します (数秒後に定常レベルまで上昇
します)。

絶縁抵抗試験については、容量性電流が終了した時点でDC 試験電圧をかけた後、1 分間測定を1 回実施し
ます。分極指数試験の場合は、10 分後に 2 回目の測定を行います。分極電流が減衰するため、2 回目の絶
縁抵抗測定が 1 回目の少なくとも2 倍になっていれば、許容できる結果です。主に漏電が原因で生じる絶縁
不良の場合、2 つの値に違いが出ません。専用の絶縁テスターでは、正確で信頼できる値を測定でき、試験に
よっては自動化できる場合もあります。

88..88..22 安安全全性性
危危険険

通通電電ししてていいるる導導電電体体
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、ままたた通通
電電中中のの導導体体でで作作業業すするる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーををシシャャッットトダダウウンンしし、、すすべべててののエエネネルルギギーー源源かからら隔隔離離ししまますす。。
•• 蓄蓄積積さされれたたエエネネルルギギーーをを除除去去ままたたはは隔隔離離ししまますす。。
•• 適適切切なな電電圧圧テテススタターーをを使使用用ししてて、、絶絶縁縁さされれたた部部品品のの電電気気的的絶絶縁縁ををテテスストトししまますす。。
•• ロロッッククアアウウトト//タタググアアウウトトのの安安全全手手順順をを使使用用ししまますす。。
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危危険険
通通電電ししてていいるる導導電電体体ののテテスストト
通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに、、
通通電電ししてていいるる導導電電体体、、ままたたははそそのの付付近近ででテテスストトをを始始めめるる前前にに、、次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 通通電電中中のの導導体体ととのの接接触触をを防防ぐぐたためめにに適適切切なな予予防防措措置置をを講講じじててくくだだささいい。。「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照しし
ててくくだだささいい。。

•• 絶絶対対にに必必要要なな場場合合ににののみみ、、通通電電中中のの導導体体上上ままたたははそそのの近近くくででテテスストトししててくくだだささいい。。
•• 訓訓練練をを受受けけたた作作業業員員ののみみがが、、通通電電中中のの導導体体上上ままたたははそそのの近近くくででテテスストトをを行行ううここととががででききまますす。。
•• 通通電電ししてていいるる導導体体上上ままたたははそそのの近近くくでで単単独独ででテテスストトししなないいででくくだだささいい。。エエネネルルギギーー源源をを隔隔離離しし、、緊緊急急時時にに
行行動動をを起起ここすすたためめのの訓訓練練をを受受けけたた、、別別のの適適格格なな要要員員がが同同席席すするる必必要要ががあありりまますす。。

警警告告
結結露露水水
巻巻線線にに結結露露ししたた水水ががああるる状状態態ででオオルルタタネネーータターーをを運運転転すするるとと、、感感電電、、火火傷傷、、飛飛散散ししたた破破片片やや粒粒子子へへのの暴暴露露にによよ
りり、、重重大大なな人人身身事事故故をを引引きき起起ここすすここととががあありりまますす。。怪怪我我をを防防ぐぐたためめ、、オオルルタタネネーータターーをを作作動動ささせせるる前前にに、、次次ののこことと
をを行行っっててくくだだささいい。。
•• 結結露露防防止止ヒヒーータターー ((装装備備さされれてていいるる場場合合)) をを使使用用ししてて、、結結露露がが蓄蓄積積すするるののをを防防ぐぐ。。
•• 凝凝縮縮ししたた水水ががなないいかか確確認認ししまますす。。
•• 結結露露ししたた水水ががああるる場場合合はは、、水水をを抜抜きき取取りり、、乾乾燥燥ささせせててかからら、、取取扱扱説説明明書書のの保保守守点点検検のの項項をを参参照照ししててオオルル
タタネネーータターーをを点点検検ししててくくだだささいい。。

警警告告
オオルルタタネネーータターーかかららのの粒粒子子おおよよびび煙煙へへのの暴暴露露。。
粒粒子子やや煙煙はは、、オオルルタタネネーータタのの換換気気装装置置がが設設置置さされれてていいるる場場所所かかららああららゆゆるる方方向向 ((水水平平おおよよびび垂垂直直)) にに放放出出ささ
れれるる可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我ををししなないいたためめにに::
•• オオルルタタネネーータターーがが作作動動ししてていいるるととききはは、、換換気気口口、、吸吸気気口口、、排排気気口口のの周周囲囲をを避避けけててくくだだささいい。。
•• オオルルタタネネーータターーのの周周囲囲でで作作業業すするる場場合合はは、、適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。

警警告告
通通電電ししてていいるる導導電電体体
巻巻線線端端子子でで通通電電ししてていいるる導導電電体体はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。絶絶縁縁抵抵抗抗試試
験験後後、、怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめにに次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• テテスストトがが終終了了ししたたらら、、適適切切ななアアーーススにに短短絡絡ししてて直直ちちにに巻巻線線をを放放電電ししててくくだだささいい。。巻巻線線はは、、次次ののいいずずれれかか大大
ききいい方方でで放放電電すするる必必要要ががあありりまますす。。
11.. テテスストト期期間間とと同同じじ長長ささのの時時間間。。
ままたたはは

22.. 55 分分間間。。

警警告告
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびびシシスステテムム保保護護
誤誤っったた電電気気設設置置おおよよびび//ままたたははシシスステテムム保保護護はは、、感感電電やや火火傷傷にによよるる重重篤篤なな怪怪我我ままたたはは死死亡亡のの原原因因ににななりりまますす。。
怪怪我我やや死死亡亡をを防防ぐぐたためめ、、作作業業をを開開始始すするる前前にに、、作作業業員員はは次次ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
•• 関関連連すするる、、該該当当すするる、、承承認認さされれたたトトレレーーニニンンググをを完完了了ししてていいるるこことと。。
•• 機機器器ににつついいてて知知りり、、タタススククとと手手順順をを理理解解すするる。。
•• 関関連連すするる危危険険性性//リリススククをを知知るる。。
•• 現現場場//場場所所特特有有のの緊緊急急手手順順とと適適用用さされれるる法法律律とと規規制制をを理理解解しし、、遵遵守守すするる。。
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88..88..33 要要件件
表表 2211.. 巻巻線線テテスストトのの要要件件

要要件件 説説明明

個個人人用用保保護護具具 ((PPPPEE)) • 現場の規則やリスクアセスメントの要件に従っ
て、適切な保護具を着用してください。

消消耗耗品品 • なし

部部品品 • なし

ツツーールル • 絶縁テストメーター
• マルチメーター
• ミリオーム計またはマイクロオーム計
• クランプ電流計
• 赤外線放射温度計
• アース棒

88..88..44 巻巻線線のの電電気気抵抵抗抗のの試試験験
1. オルタネーターを停止します。
2. 励磁機の磁界 (固定子) 巻線の電気抵抗を確認します。

a. 励磁機の界磁リード(F1 および F2) をAVR から取り外します。
b. マルチメーターを使用してF1 および F2 リード間で電気抵抗を測定し、それを記録します。
c. 励磁機の界磁リード(F1 および F2) を再度接続します。
d. 締め具がしっかり留まっていることを確認します。

3. 励磁機の電機子 (回転子) 巻線の電気抵抗を確認します。
a. 2 つある整流器板の一方のダイオードに取り付けられたリードに印を付けます。
b. 整流器にあるすべてのダイオードからすべての励磁機回転子リードを取り外します。
c. 印を付けたリードのペア (位相巻線間) で電気抵抗を測定し、それを記録します。専用のマイクロ
オームメーターを使用する必要があります。

d. すべての励磁機回転子リードをダイオードに再度接続します。
e. 締め具がしっかり留まっていることを確認します。

4. 励磁機の主磁界 (回転子) 巻線の電気抵抗を確認します。
a. 2 本の主回転子 DC リードを整流器板から取り外します。
b. 主回転子リード間の電気抵抗を測定し、それを記録します。専用のマイクロオームメーターを使用す
る必要があります。

c. 2 本の主回転子 DC リードを整流器板に再度接続します。
d. 締め具がしっかり留まっていることを確認します。

5. 主電機子 (固定子) 巻線の電気抵抗を確認します。
a. 主固定子のリードを出力端子から取り外します。
b. U1とU2リードの間および（存在する場合）U5とU6の間の電気抵抗を測定し記録します。専用のマ
イクロオームメーターを使用する必要があります。

c. V1とV2リードの間および（存在する場合）V5とV6の間の電気抵抗を測定し記録します。専用のマ
イクロオームメーターを使用する必要があります。
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d. W1とW2リードの間および（存在する場合）W5とW6の間の電気抵抗を測定し記録します。専用の
マイクロオームメーターを使用する必要があります。

e. リードを元どおりに出力端子に再度接続します。
f. 締め具がしっかり留まっていることを確認します。

6. PMG 電機子の (固定子) 巻線の電気抵抗を確認します。
a. 3 本の PMG 出力リード(P2、P3 および P4) をAVR から取り外します。
b. マルチメーターを使用してPMG 出力リードのペアで電気抵抗を測定し、それを記録します。
c. 3 本の PMG 出力リード(P2、P3、および P4) をAVR に再度接続します。
d. 締め具がしっかり留まっていることを確認します。

7. 章章 1100 ペペーージジ 7777の巻線抵抗表を参照し、すべての巻線の抵抗値の測定値が基準値と一致することを確
認してください。

88..88..55 巻巻線線のの絶絶縁縁抵抵抗抗のの試試験験
注注記記

最最小小のの絶絶縁縁抵抵抗抗がが得得らられれなないい場場合合はは、、オオルルタタネネーータターーはは絶絶対対にに稼稼働働ささせせなないいででくくだだささいい。。

表表 2222.. 新新規規おおよよびび使使用用中中ののオオルルタタネネーータターーにに対対すするる試試験験電電圧圧とと最最小小許許容容絶絶縁縁抵抵抗抗

試試験験
電電圧圧
((VV))

11 分分間間のの最最小小絶絶縁縁抵抵抗抗 ((IIRR11mmiinn))
((MMΩΩ))

最最小小分分極極指指数数
((PPII == ((IIRR1100mmiinn)) //
((IIRR11mmiinn))))新新規規 使使用用中中

最最大大 11kkVV のの低低電電圧圧固固定定子子 ((各各相相)) 1,000 10 5 該当なし

PPMMGG 固固定定子子 500 5 3 該当なし

励励磁磁機機固固定定子子 500 10 5 該当なし

励励磁磁機機回回転転子子、、整整流流器器、、おおよよびび主主
回回転転子子のの組組みみ合合わわせせ

1,000 200 100 該当なし

1. 巻線に機械的損傷や過熱による変色がないか点検します。吸湿性のほこりや汚れがある場合は、絶縁体
を清掃してください。

2. 低電圧 (LV) 主固定子:
a. 接地線に接続された中性点 (取り付けられている場合) を取り外します。
b. 全位相の巻線の 3 本のリード線をまとめて接続します (可能な場合)。
c. 任意の位相リード線とアース間に表に示された試験電圧をかけます。
d. 1 分後 (IR1min) 、絶縁抵抗を測定します。
e. 接地棒を使用して5 分間試験電圧を放電します。
f. 測定した絶縁抵抗が最小許容値を下回る場合は、絶縁体を乾燥させ、手順を繰り返します。
g. 接地線にニュートラル (取り付ける場合) を再接続します。

3. PMG、励磁機固定子、および励磁機回転子と主回転子の組み合わせ:
a. 巻線の両端をまとめて接続します (可能な場合)。
b. 巻線とアース間に表に示された試験電圧をかけます。
c. 1 分後 (IR1min) 、絶縁抵抗を測定します。
d. 接地棒を使用して5 分間試験電圧を放電します。
e. 測定した絶縁抵抗が最小許容値を下回る場合は、絶縁体を乾燥させ、手順を繰り返します。
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f. 各巻線について手順を繰り返します。
g. 試験用に施した接続を取り外します。

88..88..66 絶絶縁縁体体のの乾乾燥燥
主固定子巻線の絶縁体を乾燥するには、以下の方法を使用します。 絶縁体から水蒸気が放出されるときの損
傷を防ぐため、巻線の温度は 1 時間当たり5 ºC 以上上昇しないように、または 90 ºC を超えないようにしま
す。
絶縁抵抗をグラフにプロットして、乾燥が完了する時間を示します。

88..88..66..11 周周囲囲のの空空気気にによよるる乾乾燥燥
多くの場合、オルタネーターは冷却システムを使用して十分に乾燥されます。励磁機固定子への励起電圧源が
なくなるように、AVR の X+ (F1) および XX­ (F2) 端子からケーブルを取り外します。この脱励起された状態
で発電装置を稼働します。 空気がオルタネーター内を自由に流れるようにして、水分を除去する必要がありま
す。結露防止ヒーター (装着されている場合) を作動させ、空気の流れの乾燥効果を補助します。
乾燥が完了したら、励磁機固定子とAVR の間にケーブルを再度接続します。発電装置を直ちに稼働しない場
合は、結露防止ヒーターを動作させておき (装着されている場合)、使用する前に絶縁抵抗試験をもう一度行っ
てください。

88..88..66..22 高高温温のの空空気気にによよるる乾乾燥燥
1 ～ 3 kW の電気ファンヒーターを1 台または 2 台用意して、加熱された空気をオルタネーターのエアイン
レットへ吹き込みます。 絶縁の焦げ付きや加熱による損傷を防ぐため、各ヒーターの熱源は巻線から少なくとも
300 mm 離してください。空気がオルタネーター内を自由に流れるようにして、水分を除去する必要がありま
す。
乾燥後、ファンヒーターを取り外し、適宜、発電装置を再稼動させます。
発電装置を直ちに稼働しない場合は、結露防止ヒーターを動作させておき (装着されている場合)、使用する前
に絶縁抵抗試験をもう一度行ってください。

88..88..66..33 絶絶縁縁抵抵抗抗（（IIRR））ググララフフををププロロッットトすするる
どの方法を使用してオルタネーターを乾燥させるにしても、(センサーが装着されている場合) 15　～30 分ごと
に主固定子巻線の絶縁抵抗および温度を測定します。時間 t (x 軸) に対する絶縁抵抗 IR (y 軸) のグラフをプ
ロットします。

図図 2299.. 絶絶縁縁抵抵抗抗ののググララフフ
典型的な曲線は、抵抗が最初に増加し、低下し、その後定常状態に至るまで徐 に々上昇することを示していま
す。巻線がわずかに湿っているだけの場合、曲線の点線の部分が表示されない場合があります。定常状態に達
してから1 時間は乾燥を継続します。
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注注記記
最最小小のの絶絶縁縁抵抵抗抗がが得得らられれなないい場場合合はは、、オオルルタタネネーータターーはは絶絶対対にに稼稼働働ささせせなないいででくくだだささいい。。
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99 部部品品識識別別

99..11 SS99 低低電電圧圧 11 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー

図図 3300.. SS99 低低電電圧圧 11 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー

99..22 SS99 低低電電圧圧 11 ベベアアリリンンググ部部品品とと締締めめ具具
表表 2233.. SS99 低低電電圧圧 11 ベベアアリリンンググ部部品品とと締締めめ具具

基基準準 部部品品 締締めめ具具 数数量量 トトルルクク((NNmm))

1 コンプリートPMG
部品

該当なし 該当なし 該当なし

2 エアインレットカ
バー

M8 x 20 14 10

3 エアインレットスク
リーン（アキシャル）

M8 x 14 3 25

4 グリーストラップ M8 x 14 2 25

5 PMG 回転子 M10 x 100 1 48

6 PMG 固定子 M6 x 45 4 10

7 NDE ベアリング
キャップ (C­D コア)

M10 x 50 4 48

8 NDE ブラケット
(173 kg)

M16 x 55 12 206
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基基準準 部部品品 締締めめ具具 数数量量 トトルルクク((NNmm))

9 NDE ベアリング 該当なし 該当なし 該当なし

10 NDE ベアリング
カートリッジ (C­D コ
ア)

M10 x 50 6 48

11 励磁機固定子 (C­
D コア)

M8 x 120 8 25

12 主固定子 該当なし 該当なし 該当なし

13 主フレーム 該当なし 該当なし 該当なし

14 主回転子 該当なし 該当なし 該当なし

15 励磁機回転子 該当なし 該当なし 該当なし

16 整流器アセンブリ M8 ストーバーナッ
ト

8 20

17 ダイオード/バリス
ター

該当なし 該当なし 該当なし

18 端子ボックス 該当なし 該当なし 該当なし

19 結露防止ヒーター M6 x 20 8 10

20 ファン M10 x 100 12 45

21 DE エアアウトレッ
トスクリーン

M8 x 25 4 25

22 DE アダプター (1
ベアリング)

M16 x 55 16 206

23 NDE エアインレッ
トスクリーン(ラジ
アル)

M8 x 14 6 25

24 DE カップリング
ディスク(1 ベアリン
グ) SAE 18

M30 x 90 12 1350

24 DE カップリング
ディスク(1 ベアリン
グ) SAE 21

M30 x 70 12 1350
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99..33 SS99 低低電電圧圧 22 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー

図図 3311.. SS99 低低電電圧圧 22 ベベアアリリンンググオオルルタタネネーータターー

99..44 SS99 低低電電圧圧 22 つつののベベアアリリンンググ部部品品とと締締めめ具具
表表 2244.. SS99 低低電電圧圧 22 つつののベベアアリリンンググ部部品品とと締締めめ具具

基基準準 部部品品 締締めめ具具 数数量量 トトルルクク((NNmm))

1 コンプリートPMG
部品

該当なし 該当なし 該当なし

2 エアインレットカ
バー

M8 x 20 14 10

3 エアインレットスク
リーン（アキシャル）

M8 x 14 3 25

4 グリーストラップ M8 x 14 2 25

5 PMG 回転子 M10 x 100 1 48

6 PMG 固定子 M6 x 45 4 10

7 NDE ベアリング
キャップ (C­F コア)

M10 x 50 4 48

7 NDE ベアリング
キャップ (G コア)

M12 x 50 7 84

8 NDE ブラケット
(173 kg)

M16 x 55 12 206

9 NDE ベアリング 該当なし 該当なし 該当なし
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基基準準 部部品品 締締めめ具具 数数量量 トトルルクク((NNmm))

10 NDE ベアリング
カートリッジ
(C­F コア)

M10 x 50 6 48

10 NDE ベアリング
カートリッジ (G コ
ア)

M12 x 50 6 84

11 励磁機固定子 (C­
D コア)

M8 x 120 8 25

11 励磁機固定子
(E­G コア)

M8 x 150 8 25

12 主固定子 該当なし 該当なし 該当なし

13 主フレーム 該当なし 該当なし 該当なし

14 主回転子 該当なし 該当なし 該当なし

15 励磁機回転子 該当なし 該当なし 該当なし

16 整流器アセンブリ M8 ストーバーナッ
ト

8 20

17 ダイオード/バリス
ター

該当なし 該当なし 該当なし

18 端子ボックス 該当なし 該当なし 該当なし

19 結露防止ヒーター M6 x 20 8 10

20 ファン M10 x 100 12 45

21 DE エアアウトレッ
トスクリーン

M8 x 25 4 25

22 DE アダプター (1
ベアリング)

M16 x 55 16 206

23 NDE エアインレッ
トスクリーン(ラジ
アル)

M8 x 14 6 25

24 DE ベアリング (2
ベアリング)

該当なし 該当なし 該当なし

25 DE ベアリングカー
トリッジ (2 ベアリン
グA­D コア)

M10 x 75 6 48

25 DE ベアリングカー
トリッジ (2 ベアリン
グE­F コア)

M12 x 90 6 84

25 DE ベアリングカー
トリッジ (2 ベアリン
グG コア)

M12 x 75 6 84

26 DE ベアリングカー
トリッジ (2 ベアリン
グC­D コア)

M10 x 45 6 48

26 DE ベアリング
キャップ (2 ベアリン
グE­F コア)

M10 x 45 6 48



­

7755A073P161 (発行 2) 12-2024 Copyright © 2024 Cummins Inc.

基基準準 部部品品 締締めめ具具 数数量量 トトルルクク((NNmm))

26 DE ベアリング
キャップ (2 ベアリン
グG コア)

M10 x 120 4 48

27 DE ブラケット(2 ベ
アリング)

M16 x 55 16 206

28 DE アダプター (2
ベアリング)

M16 x 60 16 206

99..55 SS99 低低圧圧端端子子ボボッッククスス

図図 3322.. SS99 低低圧圧端端子子ボボッッククスス
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99..66 SS99 低低電電圧圧端端子子ボボッッククスス部部品品とと締締めめ具具
表表 2255.. SS99 低低電電圧圧端端子子ボボッッククスス部部品品とと締締めめ具具

基基準準 部部品品 締締めめ具具 トトルルクク((NNmm))

1 端子ボックスフレーム M8 x 25 25

2 端子ボックスの蓋 M8 x 25 25

3 端子ボックスパネル M8 x 25 25

4 端子ボックスルーバーパ
ネル

M8 x 25 25

5 グランドプレート M8 x 25 25

6 補助端子ボックスカバー M8 x 25 30

7 補助端子ボックス M8 x 25 30

8 補助端子ボックスパネル M8 x 25 30

9 自動電圧調整装置
(AVR)

M8 x 16 12

10 防振マウント(AVM) 取り
付け固定ブラケット

M6 12

11 AVM … …

12 端子ボックスのベースプ
レート

M8 x 35 30

13 変流器 (CT) … …

14 CT スタッド … …

15 CT ナット M8 22

16 母線固定ねじ M8 x 55 30
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1100 技技術術デデーータタ
注注記記

測測定定結結果果とと、、技技術術デデーータタシシーートトおおよよびびオオルルタタネネーータターー付付属属のの試試験験証証明明書書をを比比較較ししまますす。。

1100..11 SS99 低低電電圧圧巻巻線線抵抵抗抗
表表 2266.. SS99 低低電電圧圧巻巻線線抵抵抗抗

オオ
ルル
タタ
ネネ
ーー
タタ
ーー

2222 °°CC ででのの巻巻線線のの抵抵抗抗 ((測測定定値値はは 1100%% 以以内内ででああるるこことと))

主主固固定定子子
((リリーードド­­リリーードド)) ((ΩΩ))

励励
磁磁
機機
固固
定定
子子
((ΩΩ
))

励励
磁磁
機機
回回
転転
子子
、、L
­LL­
L((
ΩΩ
))

主主
回回
転転
子子
((ΩΩ
))

PM
G

PM
G
固固
定定
子子
、、L
­LL­
L((
ΩΩ
))

331122
UU11­­UU22
VV11­­VV22
WW11­­WW22

660077
UU11­­UU22
VV11­­VV22
WW11­­WW22

661133
UU11­­UU22
VV11­­VV22
WW11­­WW22

552266
UU11­­UU22
VV11­­VV22
WW11­­WW22

SS99LL11DD­­CC44 0.0005 0.0007 0.0004 ­ 10.7 0.0603 1.304 3.80

SS99LL11DD­­DD44 0.0004 ­ 0.0003 0.0012 10.7 0.0603 1.36 3.80

SS99LL11DD­­EE44 0.0003 0.0005 ­ 0.0008 11.2 0.0683 156 3.80

SS99LL11DD­­FF44 0.0003 0.0005 ­ ­ 11.2 0.0320 0.741 3.80

SS99LL11DD­­GG44 0.0002 0.0004 0.0002 0.0007 11.2 0.0320 0.829 3.80
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1111 メメンンテテナナンンスス部部品品
STAMFORD® または AvK® の純正部品を使用してオルタネーターを整備および修理することは、製品の寿命
と信頼性にとって非常に重要です。部品の詳細と最寄りの販売店の詳細については、 wwwwww..ssttaammffoorrdd­­
aavvkk..ccoommを参照してください。

1111..11 部部品品のの発発注注
部品発注の際は、部品の種類とともに、機械のシリアル番号または識別番号、タイプをお知らせください。 機械
のシリアル番号は銘板またはフレームに記載されています。

1111..22 顧顧客客ササーービビスス
CGT のサービス技術者は経験豊富な専門家で、広範囲にわたってトレーニングを受けており、最善のサポート
を提供します。グローバルサービスの提供内容:
• 現場での AC オルタネーターの試運転
• 現場でのベアリングのメンテナンスおよびベアリング状態のモニタリング
• 現場での絶縁の完全性チェック
• 現場での AVR およびアクセサリの設置

最寄りの整備代理店の詳細については、wwwwww..ssttaammffoorrdd­­aavvkk..ccoommを参照してください。

1111..33 推推奨奨メメンンテテナナンンスス部部品品
重要用途においては、これらの整備用スペア部品をオルタネーターと共に保管してください。

表表 2277.. 33SS99 LLVV メメンンテテナナンンスス部部品品

部部品品 番番号号

DDEECCSS­­110000­­BB1111 ((装装着着さされれてていいるる場場合合)) A054S072

DDEECCSS­­115500 AAVVRR ((装装着着さされれてていいるる場場合合)) A060B914

DDMM111100 AAVVRR ((装装着着さされれてていいるる場場合合)) E000­23800

UUnniittrrooll 11001100 ((装装着着さされれてていいるる場場合合)) CGT に問い合わせる

整整流流器器交交換換キキッットト((ダダイイオオーードドxx 66、、ババリリススタターーxx 22)) A063M677

PPMMGG 修修理理キキッットト 45­1082

KKllüübbeerrqquuiieett ググリリーースス((440000gg)) A053Z748

SS99 11 ベベアアリリンンググ

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((CC­­DD ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーー
スス再再注注入入可可能能ななNNDDEE ベベアアリリンンググキキッットト 45­1118

SS99 22 ベベアアリリンンググ

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((CC­­FF ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーー
スス再再注注入入可可能能ななNNDDEE ベベアアリリンンググキキッットト 45­1118

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((GG ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーースス
再再注注入入可可能能ななNNDDEE ベベアアリリンンググキキッットト A063M672

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((CC­­DD ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーー
スス再再注注入入可可能能ななDDEE ベベアアリリンンググキキッットト 45­1119

http://www.stamford-avk.com
http://www.stamford-avk.com
http://www.stamford-avk.com


­

8800 A073P161 (発行 2) 12 - 2024Copyright © 2024 Cummins Inc.

部部品品 番番号号

キキャャッッププおおよよびびカカーートトリリッッジジをを備備ええたたググリリーースス再再注注入入可可
能能ななDDEE ベベアアリリンンググキキッットト((ココアア長長 EE­­FF)) 45­1120

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((GG ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーースス
再再注注入入可可能能ななDDEE ベベアアリリンンググキキッットト A063M671

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((CC­­DD ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーー
スス再再注注入入可可能能ななNNDDEE おおよよびびDDEE ベベアアリリンンググキキッットト 45­1151

キキャャッッププおおよよびびカカーートトリリッッジジをを備備ええたたググリリーースス再再注注入入可可
能能ななNNDDEE おおよよびびDDEE ベベアアリリンンググキキッットト((ココアア長長 EE­­FF)) 45­1152

キキャャッッププととカカーートトリリッッジジ ((GG ココアア長長)) をを備備ええたた、、ググリリーースス
再再注注入入可可能能ななNNDDEE おおよよびびDDEE ベベアアリリンンググキキッットト A063M674

1111..44 KKllüübbeerrqquuiieett BBQQ 7722­­7722 ググリリーースス
• すべてのベアリングの試験および耐用年数の計算は Klüberquiet BQ 72­72 の使用を前提としていま
す。

• BQ 72­72 グリースは再給脂可能なベアリング キットには含まれていないため、ベアリング キットとは別
に注文/供給する必要があります。
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1122 耐耐用用年年数数経経過過後後のの廃廃棄棄

1122..11 一一般般的的ガガイイダダンンスス
オルタネーター、構成部品、梱包材を廃棄する場合。
• 廃棄物を処理する場合は、適用される規則や規制に従ってください。
• 環境に配慮した方法で廃棄物を処理し、必要に応じて材料を再利用、再生、および/またはリサイクルを
行ってください。

• 必要に応じて、廃棄物処理会社に相談してアドバイスや指導を受けてください。

1122..22 梱梱包包材材
オルタネータ、交換部品またはサービス品が到着した後、梱包材を廃棄する必要があります。
• 木製のパッケージはリサイクル可能である必要があります。ただし、防腐剤を使用した木材は、適切な処理
が必要です。化化学学処処理理さされれたた木木材材はは燃燃ややささなないいででくくだだささいい。。

• プラスチック製のパッケージはリサイクル可能である必要があります。
• 紙とダンボールのパッケージはリサイクル可能である必要があります。
• 防錆剤は、洗剤と布を使用して除去できます。この布は汚染廃棄物として処理する必要があります。セセクク
シショョンン1122..44 ペペーージジ 8811を参照してください。

• 乾燥剤は、有害廃棄物として処理する必要があります。セセククシショョンン1122..44 ペペーージジ8811

1122..33 リリササイイククルル可可能能なな材材料料
オルタネーターのコンポーネントからリサイクル不可能な材料や危険な材料を除去して、鉄、銅、鋼などのリサイ
クル可能な基礎材料を含む品目を分別してください。
• 鉄、鋼、銅を含むものは、専門のマテリアルリサイクル業者を通じてリサイクルすることができるようになりま
した。

• 除去した物質を有害廃棄物と非有害廃棄物に分別してください。適用される規則や規制に従ってくださ
い。
◦汚染物質および/または危険物は有害廃棄物として処理してください (「セセククシショョンン 1122..44 ペペーージジ
8811」を参照)。

◦再利用、再利用、リサイクルができないすべての非有害物は、すべて一般廃棄物として処理できる
ようになりました。

1122..44 有有害害ままたたはは汚汚染染さされれたた廃廃棄棄物物
注注意意

危危険険有有害害性性物物質質
危危険険物物質質はは軽軽度度ままたたはは中中程程度度のの傷傷害害をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。有有害害物物質質にに長長期期間間ままたたはは繰繰りり返返しし曝曝
露露すするるとと、、重重篤篤なな病病状状をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。怪怪我我をを防防止止すするるたためめにに::
•• 製製品品メメーーカカーーがが提提供供すするる指指示示をを必必ずず読読んんででにに従従っっててくくだだささいい。。
•• 製製品品メメーーカカーーのの指指定定にに従従っってて物物質質をを使使用用、、取取りり扱扱いい、、保保管管ししててくくだだささいい。。
•• 必必ずず適適切切なな個個人人用用保保護護具具をを着着用用ししててくくだだささいい ((「「安安全全上上のの注注意意」」のの章章をを参参照照))。。
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オイル、グリース、潤滑油、燃料、接着剤、乾燥剤、バッテリー液、洗浄剤、溶剤、腐食性物質、塗料、ポリエステル
樹脂、プラスチックの残滓、またはこれらの物質で汚染された物品などの廃棄物は、国際的に適用される規制に
より有害廃棄物に指定されることがあります。
• 有害廃棄物の取り扱い、保管、輸送、処理、処分を行う場合は、適用される規則や規制に従ってください。
• 必要に応じて、危険廃棄物処理会社に相談し、危険廃棄物や汚染された物品の処分について支援やアド
バイスを求めてください。
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